


▼
日
時

７
月
20
日
（
火
）
〜
８
月
19
日
（
木
）

（
期
間
中
の
水
・
木
・
土
・
日
曜
日
）

午
後
８
時
〜
８
時
50
分

（
笛
吹
川
の
水
量
に
よ
り
中
止
の
場
合
あ
り
）

▼
場
所
　
市
役
所
前
笛
吹
川

■
問
合
せ
先

観
光
商
工
課
　
観
光
振
興
担
当

☎
0
5
5
（
2
6
２
）
４
１
１
１

▼
日
時

７
月
20
日
（
火
）
〜
８
月
20
日
（
金
）

午
後
８
時
50
分
〜
９
時

（
雨
天
中
止
あ
り
）

▼
場
所
　
市
役
所
前
笛
吹
川
河
川
敷

■
問
合
せ
先
　
石
和
温
泉
旅
館
協
同
組
合

☎
0
5
5
（
2
6
２
）
３
６
２
６

▼
日
時
　
８
月
７
日
（
土
）

午
後
７
時
〜
９
時（
少
雨
決
行
・
雨
天
順
延
）

▼
場
所
　
御
坂
西
小
学
校
校
庭

▼
内
容
　
御
坂
天
雷
太
鼓
演
奏
・
各
種
団

体
出
店
・
露
天
商
な
ど

■
問
合
せ
先
　
御
坂
支
所

☎
0
5
5
（
2
6
２
）
２
２
７
１

入場口トイレ花火打上場所

▼
日
時
　
８
月
21
日
（
土
）
午
後
７
時
30
分
か
ら
（
荒
天
順
延
）

▼
場
所
　
市
役
所
本
庁
前
笛
吹
川
河
川
敷

■
問
合
せ
先
　
笛
吹
市
観
光
物
産
連
盟
　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
2
8
2
9

観覧席

市役所南館

グループ10
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▼
日
時
　
８
月
14
日
（
土
）

午
後
７
時
30
分
か
ら

（
雨
天
の
場
合
は
８
月
15
日
）

▼
場
所
　
芦
川
農
産
物
直
売
所
交
流
広
場

▼
内
容
　

　
お
楽
し
み
抽
選
会
、
花
火
、
ポ
ッ
プ

コ
ー
ン
・
か
き
氷
の
無
料
配
布
な
ど

■
問
合
せ
先
　
芦
川
支
所

☎
0
5
5
（
2
９
８
）
2
1
1
1

▼
日
時
　
８
月
15
日
（
日
）

午
後
６
時
〜
９
時
（
雨
天
中
止
）

▼
場
所
　
八
代
中
央
ス
ポ
ー
ツ
広
場

▼
内
容
　

　
ち
び
っ
こ
ゲ
ー
ム
、
御
坂
天
雷
太
鼓
演

奏
、
軽
音
楽
部
演
奏
、
民
謡
、
お
楽
し

み
抽
選
会
、
花
火
、
露
天
商
な
ど

■
問
合
せ
先
　
八
代
支
所

☎
0
5
5
（
2
6
５
）
２
１
１
１

▼
日
時

８
月
15
日
（
日
）
午
後
５
時
〜
９
時

▼
場
所

　
境
川
ス
ポ
ー
ツ
広
場
（
雨
天
の
場
合
、

境
川
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
体
育
館
）

▼
内
容�

　
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
甲
州
境
川
太
鼓
演

奏
、
す
い
れ
き
太
鼓
演
奏
、
花
火
、

露
天
商
な
ど

■
問
合
せ
先
　
境
川
支
所

☎
0
5
5
（
2
6
６
）
２
１
１
１

▼
日
時
　
８
月
15
日
（
日
）

午
後
７
時
〜
９
時
20
分
（
雨
天
中
止
）

▼
場
所
　
春
日
居
小
学
校
校
庭

▼
内
容

　
盆
踊
り
大
会
、
保
育
園
児
太
鼓
演
奏
、

中
学
校
吹
奏
楽
部
演
奏
、
お
楽
し
み

抽
選
会
、
露
天
商
な
ど

※
笈
形
焼
き
点
灯
期
間
　

　
８
月
13
日
（
金
）
〜
16
日
（
月
）

　
午
後
７
時
〜
10
時

■
問
合
せ
先
　
春
日
居
支
所

☎
0
5
5
３
（
2
6
）
３
１
１
１

▼
日
時
　
８
月
16
日
（
月
）

　
午
後
４
時
30
分
　
ス
タ
ー
ト

午
後
８
時
　
　
　
大
文
字
焼
き
点
火

（
少
雨
決
行
・
荒
天
順
延
）

▼
場
所

い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ
い
文
化

館
前
駐
車
場
（
イ
ベ
ン
ト
）

大
久
保
山
（
大
文
字
焼
き
）

▼
内
容�

盆
の
送
り
火
、
露
天
商
、
２
０

０
０
発
の
花
火
の
打
ち
上
げ
、
プ
リ

キ
ュ
ア
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
、
桃

源
太
鼓
演
奏
、
お
楽
し
み
抽
選
会
な
ど

※
大
文
字
焼
き
点
灯
期
間
　

　
８
月
13
日
（
金
）
〜
15
日
（
日
）

　
午
後
７
時
〜
10
時

■
問
合
せ
先
　
一
宮
支
所

☎
0
5
5
３
（
４
７
）
１
１
１
１

▼
日
時
　

　
８
月
20
日
（
金
）

　
午
後
７
時
〜
10
時
（
交
通
規
制
）

（
雨
天
決
行
）

▼
場
所
　
石
和
町
市
部
通
り

■
問
合
せ
先
　
笛
吹
市
商
工
会

☎
0
5
5
（
２
６
３
）
７
８
１
１

　
各
種
イ
ベ
ン
ト
は
現
在
予
定
さ
れ
て

い
る
内
容
で
す
の
で
、
今
後
各
地
域
の

実
行
委
員
会
で
変
更
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。



�
�

　　
ひ
と
り
親
家
庭
に
対
す
る
自
立
を
支

援
す
る
た
め
、
8
月
1
日
か
ら
父
子
家

庭
の
父
に
も
児
童
扶
養
手
当
が
支
給
さ

れ
ま
す
。
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
す
る

た
め
に
は
申
請
（
認
定
請
求
）
が
必
要

で
す
。

▼
児
童
扶
養
手
当
と
は
？

　
父
母
の
離
婚
な
ど
で
、
父
又
は
母

と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
子
ど

も
（
※
1
）
が
育
成
さ
れ
る
家
庭
（
ひ

と
り
親
家
庭
）
の
生
活
の
安
定
と
自

立
の
促
進
を
助
け
、
子
ど
も
の
福
祉

の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

（
※
1
）
18
歳
に
な
っ
た
最
初
の
3
月

31
日
（
中
度
以
上
の
障
が
い
を
有
す

る
場
合
は
20
歳
未
満
）
ま
で
の
間
に

あ
る
子
ど
も

▼
父
子
家
庭
の
支
給
要
件
は
？

　
次
の
①
〜
⑤
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
子
ど
も
に
つ
い
て
、
父
が
そ
の

子
ど
も
を
監
護
し
、
か
つ
、
生
計
を

同
じ
く
し
て
い
る
場
合
に
支
給
さ
れ

ま
す
。

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
子
ど
も

②
母
が
死
亡
し
た
子
ど
も

③
母
が
一
定
程
度
の
障
が
い
の
状
態
に

あ
る
子
ど
も

④
母
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
子
ど
も

⑤
そ
の
他
（
母
が
1
年
以
上
遺
棄
し
て

い
る
子
ど
も
、
母
が
1
年
以
上
拘
禁

さ
れ
て
い
る
子
ど
も
、
母
が
婚
姻
に

よ
ら
な
い
で
懐
胎
し
た
子
ど
も
な
ど
）

▼
手
当
額
（
月
額
）
は
？

　
受
給
資
格
者
（
ひ
と
り
親
家
庭
の

父
や
母
な
ど
）
が
監
護
・
養
育
す
る

子
ど
も
の
数
や
受
給
資
格
者
の
所
得

等
に
よ
り
決
め
ら
れ
ま
す
。

○
児
童
1
人
の
場
合

全
部
支
給
…
4
万
1
7
2
0
円

一
部
支
給
…
4
万
1
7
1
0
円
〜

　
　
　
　
　
9
8
5
0
円

○
児
童
2
人
以
上
の
加
算
額

2
人
目
…
5
0
0
0
円
、

3
人
目
以
降
1
人
に
つ
き

…
3
0
0
0
円

○
手
当
の
支
給

毎
年
4
月
・
8
月
・
12
月
に
そ
れ
ぞ

れ
の
前
月
分
（
4
カ
月
分
）
ま
で
を

支
給
し
ま
す
。

▼
父
子
家
庭
の
方
が
受
給
す
る
た

め
に
は
？

○
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
す
る
に
は
、

申
請
（
認
定
請
求
）
が
必
要
で
す
。

○
申
請
の
時
期

・
11
月
30
日
ま
で
に
申
請
い
た
だ
く
と
、

次
の
取
扱
い
と
な
り
ま
す
。

ア
）
7
月
31
日
ま
で
に
支
給
要
件
に
該

当
し
て
い
る
方
は
、
「
8
月
分
」
か
ら

支
給
さ
れ
ま
す
。

イ
）
8
月
1
日
以
降
、
11
月
30
日
ま
で

に
支
給
要
件
に
該
当
し
た
方
は
、
「
要

件
に
該
当
し
た
日
の
翌
月
分
」
か
ら

支
給
さ
れ
ま
す
。

※
8
月
〜
11
月
分
が
支
給
さ
れ
る
の
は

12
月
で
す
。

・
11
月
30
日
を
過
ぎ
る
と
、
「
申
請
の

翌
月
分
」
か
ら
の
支
給
に
な
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
児
童
課
　
児
童
家
庭
担
当
　

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
4

　
現
在
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い

る
方
は
、
受
給
資
格
を
確
認
す
る
た
め

現
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。
該
当
す

る
方
に
「
現
況
届
」
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
支
給
停
止
と
な
っ
て
い
る
方

も
、
受
給
資
格
継
続
の
た
め
必
ず
現
況

届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
提
出
期
間

8
月
4
日
（
水
）
か
ら
13
日
（
金
）

午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
5
時
30
分

ま
で

※
8
月
7
日
（
土
）
、
8
日
（
日
）
も
受
付

を
行
い
ま
す
。

期
間
中
に
手
続
き
が
で
き
な
い
場
合

は
8
月
中
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
提
出
場
所

　
市
役
所
　
南
館

　
1
階
大
会
議
室

■
問
合
せ
先

　
児
童
課
　
児
童
家
庭
担
当
　

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
4

　
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
受
給
資
格
の

あ
る
方
、
ま
た
平
成
21
年
度
所
得
税
課

税
の
た
め
非
該
当
と
な
っ
た
方
で
、
次

の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
は
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　
現
在
受
給
さ
れ
て
い
る
方
に
は
、
更

新
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

▼
申
請
要
件

○
ひ
と
り
親
な
ど
の
住
所
が
本
市
に
あ

り
、
平
成
22
年
度
の
所
得
税
が
、
非

課
税
の
方

○
ひ
と
り
親
な
ど
の
配
偶
者
や
扶
養
義

務
者
（
同
居
親
族
）
の
平
成
21
年
中

の
所
得
が
、
児
童
扶
養
手
当
制
度
の

扶
養
義
務
者
の
所
得
制
限
額
未
満
の

方
▼
申
請
期
間

8
月
4
日
（
水
）
か
ら
13
日
（
金
）

午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
5
時
30
分

ま
で

※
8
月
7
日
（
土
）
、
8
日
（
日
）
も
受
付

を
行
い
ま
す
。

期
間
中
に
手
続
き
が
で
き
な
い
場
合

は
8
月
中
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
申
請
場
所

　
市
役
所
　
南
館
　
１
階
大
会
議
室

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
制
度
と
は

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
医
療
費
の
一
部
を

助
成
す
る
こ
と
に
よ
り
精
神
的
・
経
済

的
負
担
を
軽
減
し
、
そ
の
家
庭
の
保
健

の
向
上
と
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

▼
申
請
資
格

○
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
・
母
・
養
育
者

と
そ
の
児
童
（
満
18
歳
の
誕
生
日
後

の
最
初
の
3
月
31
日
ま
で
）

○
両
親
の
い
な
い
児
童

▼
助
成
条
件

○
申
請
者
が
所
得
税
非
課
税
で
あ
る
こ

と
○
同
居
し
て
い
る
扶
養
義
務
者
の
所
得

額
が
、
定
め
ら
れ
た
所
得
制
限
以
下

で
あ
る
こ
と

※
申
請
方
法
・
必
要
な
書
類
な
ど
に
つ

い
て
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
児
童
課
　
児
童
家
庭
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
4

　
8
月
15
日
（
日
）
J

リ
ー
グ
2
部
、
ヴ

ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府
対
ア
ビ
ス
パ
福
岡

戦
は
「
笛
吹
市
サ
ン
ク
ス
デ
ー
」
と
し

て
、
市
の
特
産
品
プ
レ
ゼ
ン
ト
や
ハ
ー

フ
タ
イ
ム
抽
選
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が

行
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
市
で
は
、
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と
し

て
招
待
券
を
配
布
い
た
し
ま
す
。

▼
日
時
　
8
月
15
日
（
日
）

　
午
後
6
時
キ
ッ
ク
オ
フ

　
（
対
ア
ビ
ス
パ
福
岡
）

▼
場
所

　
小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
陸
上
競
技
場

▼
招
待
券
配
布

□
受
付
日
　
8
月
6
日
（
金
）

　
午
前
9
時
〜
正
午

　
午
後
1
時
〜
5
時
ま
で

□
配
布
場
所

　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
（
市
役
所
　
南
館
3
階
）

□
対
象
者
　
市
民

□
配
布
枚
数

　
7
5
0
枚
　
お
一
人
様
5
枚
ま
で

□
観
戦
席

　
ア
ウ
ェ
イ
サ
イ
ド
ス
タ
ン
ド（
ゴ
ー
ル
裏
）

※
電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
及
び
事
前
予
約

等
の
受
け
付
け
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
な
く
な
り
次
第
終
了
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
生
涯
学
習
課
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
3
8



　
障
が
い
者
の
地
域
で
の
生
活
を
支
え
、
ま
た
自
立
し
た
日
常
生
活
・
社
会

生
活
が
営
め
る
よ
う
、
市
で
は
地
域
生
活
支
援
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
事
業
は
、
地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
を
中
心
に
、
専
門
的
職
員
を
配
置

し
て
障
が
い
者
や
障
が
い
児
の
保
護
者

の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
、
必
要
な

情
報
の
提
供
や
助
言
・
指
導
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
支
援
や
連

絡
調
整
の
他
、
成
年
後
見
や
権
利
擁
護

の
た
め
に
必
要
な
助
言
な
ど
も
行
っ
て

い
ま
す
。

　
平
成
22
年
度
よ
り
障
が
い
児
地
域
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
市
内
に

あ
る
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
が
6
カ

所
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
通
所
に
よ
る
創
作
活

動
や
生
産
活
動
、
社
会
と
の
交
流
促
進

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
支
援
す
る

場
と
し
て
、
障
が
い
者
等
の
ニ
ー
ズ
に

あ
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り
、
運

営
し
て
い
ま
す
。

　
基
礎
的
事
業
（
創
作
活
動
・
生
産
活

動
）
の
他
、
精
神
保
健
福
祉
士
等
の
専

門
員
を
配
置
し
て
、
医
療
・
福
祉
サ
ー

ビ
ス
実
施
機
関
や
地
域
と
の
連
携
強
化
、

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
、
障
が
い
へ

の
理
解
促
進
の
啓
発
な
ど
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

　
視
覚
、
聴
覚
、
言
語
、
音
声
な
ど
の

障
が
い
の
た
め
、
意
思
の
伝
達
に
支
援

が
必
要
な
障
が
い
者
等
に
対
し
て
、
手

話
通
訳
者
や
要
約
筆
記
者
の
派
遣
、
点

字
・
声
の
広
報
発
行
、
手
話
・
朗
読
奉

仕
員
の
養
成
研
修
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
手
話
通
訳
者
を
福
祉
総
務
課
に

設
置
し
、
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
精
神
障
が
い
者
の
デ
イ
ケ
ア
や
、
下

肢
に
障
が
い
が
あ
る
方
の
理
学
療
法
士

に
よ
る
歩
行
訓
練
、
自
立
訓
練
と
し
て

の
料
理
教
室
、
障
が
い
者
の
就
業
に
関

す
る
講
習
会
、
パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
講
座

な
ど
、
障
が
い
者
の
日
常
生
活
に
必
要

な
知
識
・
技
術
の
向
上
を
目
的
と
し
た

事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
、
仲
間
と
共
に
、
自
分
に
自

信
を
持
ち
社
会
に
働
き
か
け
る
活
動
と

し
て
、
太
鼓
教
室
や
創
作
活
動
、
交
流

会
活
動
な
ど
の
本
人
活
動
を
支
援
し
た

り
、
不
要
に
な
っ
た
福
祉
機
器
を
リ
サ
イ

ク
ル
し
て
、
必
要
な
人
に
無
償
で
貸
し

出
し
て
い
ま
す
。

　　
日
中
一
時
支
援
（
家
族
の
就
労
支
援

や
休
息
を
目
的
と
し
、
一
時
的
に
障
が

い
者
等
を
預
か
り
、
生
活
の
場
を
確
保

す
る
事
業
）
の
他
、
障
が
い
者
等
の
た

め
の
ガ
イ
ド
ヘ
ル
プ
（
外
出
時
付
添
い
）

サ
ー
ビ
ス
や
、
介
護
給
付
に
該
当
し
な

い
障
が
い
者
の
移
送
サ
ー
ビ
ス
、
通
院
・

通
学
・
調
理
・
買
い
物
・
掃
除
な
ど
の

生
活
訓
練
も
行
っ
て
い
ま
す
。

生活支援（デイケア）

　障がい者が地域で生活していく上で必要になる様々なニーズに対

して支援を行い、障がいのある方も隔てなく社会の一員として地域

に参加していけるように支援することが目的です。

　また、地域自立支援協議会の意見を参考にして、障がい者福祉サ

ービスの検証等も行っていきます。

　今年度の事業費は、１億2979万4000円になっています。

　支援等の内容は、次のとおりです。

社会参加促進（スポレク）

　
ス
ポ
ー
ツ
教
室
・
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
社
会
見
学
バ
ス

な
ど
に
よ
る
地
域
交
流
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　　
重
度
の
障
が
い
者
に
対
し
て
、
そ
の

障
が
い
を
補
助
す
る
た
め
の
日
常
生
活

用
具
の
給
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

手
す
り
の
設
置
な
ど
の
小
規
模
な
住
宅

改
修
費
用
に
対
す
る
助
成
も
行
っ
て
い

ま
す
。
た
だ
し
、
所
得
制
限
・
自
己
負

担
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
介
護
保
険
対

象
者
は
介
護
保
険
が
優
先
さ
れ
ま
す
。

　
平
成
23
年
5
月
31
日
ま
で
に
設
置
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
火
災
警
報
器

も
給
付
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
（
障
が
い
程
度
に
制
限

が
あ
り
ま
す
）

　
重
度
の
身
体
障
が
い
（
肢
体
不
自
由
）

を
持
つ
障
が
い
者
が
、
自
己
所
有
の
乗

用
車
を
運
転
す
る
た
め
に
必
要
な
改
造

費
を
助
成
し
ま
す
。
ま
た
、
重
度
の
障

が
い
者
が
新
規
に
運
転
免
許
証
を
取
得

す
る
費
用
の
助
成
も
行
っ
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ
先

・
福
祉
総
務
課
　
障
害
福
祉
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
1
2
7
1

・
支
援
セ
ン
タ
ー
ふ
え
ふ
き

　
☎
0
5
5
（
2
6
3
）
1
7
7
7

・
美
咲
園
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
5
5
（
2
6
5
）
1
8
5
0

　
身
体
又
は
精
神
に
著
し
く
重
度
で
永

続
す
る
障
が
い
が
あ
る
た
め
、
日
常
生

活
に
お
い
て
常
時
特
別
の
介
護
を
要
す

る
在
宅
の
20
歳
以
上
の
方
に
支
給
さ
れ

ま
す
。

▼
該
当
す
る
障
が
い
程
度

○
お
お
む
ね
身
体
障
害
者
手
帳
1
級
（
視

力
･
聴
覚
障
害
な
ど
一
部
2
級
）
程

度
の
重
複
障
が
い
が
あ
る
方

○
最
重
度
程
度
の
知
的
障
が
い
や
同
程

度
以
上
の
精
神
障
が
い
が
あ
る
方

（
障
が
い
程
度
に
よ
り
、
該
当
に
な
ら

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

▼
手
当
月
額

○
2
万
6
4
4
0
円

な
お
、
施
設
等
入
所
・
入
院
（
3
カ

月
以
上
継
続
）
さ
れ
て
い
る
方
や
所

得
制
限
な
ど
に
よ
り
手
当
が
支
給
さ

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
身
体
又
は
精
神
に
重
度
の
永
続
す
る

障
が
い
が
あ
り
、
日
常
生
活
に
お
い
て

常
時
介
護
を
要
す
る
在
宅
の
20
歳
未
満

の
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
該
当
す
る
障
が
い
程
度

○
お
お
む
ね
身
体
障
害
者
手
帳
が
1
級

程
度
（
両
手
指
欠
損
な
ど
一
部
の
2
級
）

に
該
当
す
る
方

○
療
育
手
帳
が
Ａ
│
2
ａ
程
度
の
知
的

障
が
い
、
ま
た
は
同
程
度
以
上
の
精

神
障
が
い
の
あ
る
方

※
児
童
の
年
齢
が
3
歳
未
満
の
場
合
は
、

支
給
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

（
障
が
い
程
度
に
よ
り
、
該
当
に
な
ら

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

▼
手
当
月
額

○
1
万
4
3
8
0
円

な
お
、
施
設
等
へ
入
所
さ
れ
て
い
る

方
及
び
障
が
い
を
理
由
と
す
る
公
的

年
金
を
受
け
て
い
る
（
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
）
方
や
所
得
制
限
な
ど
に

よ
り
手
当
が
支
給
さ
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

※
特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉
手

当
・
福
祉
手
当
の
受
給
資
格
者
は
、

「
所
得
状
況
届
」（
前
年
〔
平
成
21
年
中
〕

の
所
得
状
況
）
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
提
出
先
　
福
祉
総
務
課
ま
た
は
各
支

所
住
民
課
・
地
域
住
民
課

○
受
付
期
間

�
8
月
11
日
（
水
）
〜
9
月
10
日
（
金
）

■
問
合
せ
先

�
福
祉
総
務
課
　
障
害
福
祉
担
当

�
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
1
2
7
1



　
身
体
又
は
精
神
に
中
程
度
以
上
の
永

続
す
る
障
が
い
が
あ
る
20
歳
未
満
の
児

童
を
養
育
し
て
い
る
父
母
等
で
、
次
の

要
件
等
を
満
た
し
て
い
る
方
に
支
給
さ

れ
ま
す
。

⑴
父
又
は
母
（
養
育
者
）

・
対
象
児
童
を
監
護
し
て
い
る
こ
と
。

・
日
本
国
内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と
。

⑵
対
象
児
童

・
20
歳
未
満
で
次
に
記
載
の
あ
る
障
が

い
程
度
で
あ
る
こ
と
。

・
日
本
国
内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と
。

・
障
が
い
を
支
給
事
由
と
す
る
年
金
を

受
け
て
い
な
い
こ
と
。

・
児
童
福
祉
施
設
等
の
施
設
に
入
所
し

て
い
な
い
こ
と
。

▼
対
象
児
童
の
障
が
い
程
度

障
が
い
の
程
度
に
つ
い
て
は
、
お
お

む
ね
次
の
と
お
り
で
す
が
、
原
則
と

し
て
手
当
認
定
診
断
書
に
よ
り
認
定

し
ま
す
。
（
身
体
障
害
者
手
帳
や
療
育

手
帳
を
お
持
ち
の
場
合
、
診
断
書
を

省
略
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

障
害
福
祉
担
当
ま
で
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
）

○
手
当
1
級

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
お
お
む
ね
１
級
･

２
級
程
度
に
該
当
す
る
方

②
療
育
手
帳
「
Ａ
―
1
、
Ａ
―
2
ａ
、

Ａ
―
2
ｂ
」
程
度
の
知
的
障
が
い
又

は
同
程
度
の
精
神
障
が
い
の
あ
る
方

○
手
当
2
級

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
お
お
む
ね
3
級

程
度
（
下
肢
障
が
い
等
は
一
部
4
級

程
度
ま
で
）
に
該
当
す
る
方

②
日
常
生
活
が
著
し
い
制
限
を
受
け
る

程
度
の
知
的
障
が
い
又
は
同
程
度
の

精
神
障
が
い
の
あ
る
方

⑶
支
給
制
限

手
当
を
請
求
す
る
方
（
原
則
は
父
）

又
は
そ
の
配
偶
者
も
し
く
は
扶
養
義

務
者
の
前
年
の
所
得
が
一
定
金
額
以

上
あ
る
と
き
は
、
手
当
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

▼
手
当
額
（
対
象
児
童
１
人
に
つ
き
）

・
1
級
月
額
　
5
万
7
5
0
円

・
2
級
月
額
　
3
万
3
8
0
0
円

▼
認
定
請
求
に
必
要
な
書
類

ア
）

請
求
者
と
対
象
児
童
が
記
載
さ
れ

た
戸
籍
謄
本

イ
）

世
帯
全
員
の
住
民
票
（
外
国
人
の

方
は
世
帯
全
員
が
記
載
さ
れ
て
い
る

外
国
人
登
録
原
票
記
載
事
項
証
明
書
）

ウ
）

所
定
の
診
断
書
（
用
紙
は
福
祉
事

務
所
及
び
各
支
所
に
あ
り
ま
す
）

エ
）

そ
の
他
必
要
な
書
類

※
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
受
給
資
格
者

の
皆
さ
ん
へ

　
8
月
11
日
（
水
）
か
ら
9
月
10
日
（
金
）

ま
で
の
間
「
所
得
状
況
届
」
（
前
年
〔
平

成
21
年
中
〕
の
所
得
状
況
）
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
期
間
に
提
出
さ
れ
な
い
と
、

手
当
の
支
給
が
差
し
止
め
ら
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
承
知
く
だ
さ

い
。

■
問
合
せ
先

　
福
祉
総
務
課
　
障
害
福
祉
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
1
2
7
1

　
健
康
を
考
え
た
「
心
も
身
体
も
う
れ

し
い
」
食
事
を
一
緒
に
作
り
ま
せ
ん
か
。

栄
養
士
の
先
生
に
教
え
て
い
た
だ
き
ま

す
。

▼
日
時
　
9
月
22
日
（
水
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
1
時
30
分

▼
場
所

い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ
い
文
化

館
　
調
理
実
習
室

▼
内
容

チ
キ
ン
の
南
蛮
漬
け
・
キ
ャ
ベ
ツ
の

コ
ー
ル
ス
ロ
ー
サ
ラ
ダ
・
か
ぼ
ち
ゃ

の
み
そ
汁

▼
定
員
　
30
名

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
に
な
り
ま
す
。

▼
対
象
者

市
内
に
お
住
ま
い
の
障
が
い
者
・
市

内
の
障
が
い
者
施
設
利
用
者

▼
参
加
費
　
3
0
0
円
以
内

▼
申
込
方
法

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切
　
9
月
15
日
（
水
）

■
申
込
・
問
合
せ
先

障
害
者
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
ふ

え
ふ
き

☎
0
5
5
（
2
6
3
）
1
7
7
7

　
℻
0
5
5
（
2
6
3
）
1
7
6
9

　
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
は
、
平
成
20
年

度
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
笛
吹
市
出
身

の
方
や
笛
吹
市
に
縁
（
ゆ
か
り
）
の
あ
る

皆
様
か
ら
貴
重
な
ご
寄
附
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　
こ
の
貴
重
な
浄
財
に
つ
き
ま
し
て
は
、

笛
吹
市
の
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
（
使
途

目
的
を
指
定
し
て
い
た
だ
い
た
事
業
）

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
平
成
21
年
度
に
ふ
る
さ
と
納
税
で
笛

吹
市
を
応
援
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

　
上
段
に
記
載
が
あ
る
9
名
の
皆
様
よ

り
合
計
50
万
3
0
0
0
円
の
ご
寄
附
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
『
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
』
は
、
ふ
る
さ

と
笛
吹
市
に
対
す
る
「
応
援
し
た
い
」
・

「
貢
献
し
た
い
」
と
い
う
思
い
を
寄
附

金
と
い
う
か
た
ち
で
実
現
で
き
る
制
度

で
す
。
よ
り
多
く
の
方
か
ら
の
お
申
込

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
経
営
企
画
課
　
経
営
政
策
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
新
た
に
税
を
納
め
る
も
の
で
な
く
、
ふ
る
さ
と

（
自
分
が
貢
献
し
た
い
と
思
う
市
町
村
等
）
へ
の

寄
附
金
の
こ
と
で
す
。
個
人
が
5
0
0
0
円
を
超

え
る
寄
附
を
行
っ
た
と
き
、
住
民
税
と
所
得
税
か

ら
一
定
の
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
寄
付
先
の
『
ふ
る
さ
と
』
に
は
定
義
が
な
く
、

出
身
地
以
外
で
も
「
お
世
話
に
な
っ
た
ふ
る
さ
と
」

や
「
こ
れ
か
ら
応
援
し
た
い
ふ
る
さ
と
」
な
ど
、

各
自
が
想
う
ふ
る
さ
と
を
自
分
で
選
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
市
で
は
、
平
成

23
年
度
に
指
定
管

理
者
制
度
の
導
入

を
目
指
す
７
施
設

に
つ
い
て
、
指
定

管
理
者
を
募
集
し

ま
す
。

　
募
集
要
項
・
申

請
書
な
ど
の
配
布
は
、
募
集
開
始
と
同

時
に
各
担
当
課
で
行
い
ま
す
。

▼
指
定
管
理
者
制
度
と
は

　
多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に
効
果

的
・
効
率
的
に
対
応
す
る
た
め
、
公

共
施
設
の
管
理
に
民
間
の
力
を
活
用

し
な
が
ら
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

や
経
費
の
節
減
等
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
ま
す
。
現
在
、
市
内
54
の
公

共
施
設
に
指
定
管
理
制
度
が
導
入
さ

れ
て
い
ま
す
。

▼
指
定
管
理
者
の
募
集
期
間

　
8
月
2
日
（
月
）
〜
31
日
（
火
）

■
問
合
せ
先

　
総
務
課
　
総
務
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

お　　名　　前 使　　途　　目　　的

佐藤　行雄　様（東京都江戸川区）
石原　能郎　様（東京都目黒区）
匿　名　　　　（１名）

鈴木　幸村　様（東京都練馬区）
網倉　和仁　様（神奈川県横浜市）

石原　堅次　様（神奈川県川崎市）
匿　名　　　　（２名）

川北　秀人　様（千葉県浦安市）

地域の将来を担う子どもたちの健全育
成を推進するための事業

実り多い産業と人々が集うまちづくり
を推進するための事業

環境にやさしく、安心して健やかに暮
らせるまちづくり推進のための事業

協働のまちづくりと自治活動を推進す
るための事業

教育委員会生涯学習課
（南館３階）
☎055（261）3338
※４施設まとめて募集します。

▼指定管理者募集施設

施　設　名 施設の場所 指定期間 募集要項等の配布・申込み先

1

2

3

4

5

6

7

笛吹市立八代御所保育所

笛吹市石和小林公園

笛吹市石和温泉駅前公園

笛吹市御坂花鳥の里スポーツ広場

笛吹市御坂体育館

笛吹市御坂テニスコート

笛吹市御坂テニス＆キッズ広場

八代町米倉37番地

石和町市部1080番地

石和町松本208番地1

御坂町大野寺250番地

御坂町尾山5番地

御坂町尾山5番地

御坂町尾山32番地1

平成23年4月1日～
平成28年3月31日（5年間）

平成23年4月1日～
平成25年3月31日

（2年間）

平成23年4月1日～
平成26年3月31日

（3年間）

保健福祉部保育課（南館２階）
☎055（261）3355

建設部まちづくり整備課
（南館２階）
☎055(261)3334
※２施設まとめて募集します。



　運動で気持ちよく汗をかいた後にのんびりと露天風呂につかり、心の健康づくりをして

みませんか。多彩な講師陣が皆さんの健康づくりを支援します。

　昨年度の受講者は、心や身体の癒しが実感できた、ストレスが解消した、血液中のコレ

ステロールや血糖値、体脂肪率、血圧値が改善などの効果がありました。

　運動不足で体力づくりをしたい、メタボリックシンドロームを改善したい、体操と温泉

で体をほぐしたい方はぜひご参加ください。

※笛吹市民が対象です。

明るいバーデゾーン（多目的温泉）で
クアロビクスをする参加者

　
希
望
者
は
託
児
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

育
児
で
疲
れ
た
心
と
体
を
温
泉
と
体
操

で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
。
妊
娠

で
増
え
た
体
重
・
体
脂
肪
率
を
減
ら
し

た
い
、
育
児
に
よ
る
腰
痛
・
肩
こ
り
・

疲
労
を
体
操
と
温
泉
で
解
消
し
た
い
、

骨
盤
底
筋
群
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
骨
格

の
ケ
ア
を
し
た
い
人
に
最
適
で
す
。

▼
日
時
　
10
月
4
日
（
月
）
、
18
日
（
月
）
、

11
月
1
日
（
月
）
、
15
日
（
月
）
、
29
日
（
月
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
12
時
30
分

▼
対
象
　
出
産
後
6
カ
月
を
経
過
し
て

い
る
市
民

▼
内
容

・
骨
盤
底
筋
体
操
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

・
温
泉
の
入
り
方

・
毎
日
の
食
事
か
ら
美
し
く

・
あ
な
た
の
骨
は
大
丈
夫
？

・
乳
が
ん
、
子
宮
が
ん
の
予
防

・
プ
チ
う
つ
に
つ
い
て

・
タ
バ
コ
の
害
と
禁
煙
の
最
新
情
報

★
託
児
が
あ
り
ま
す
（
事
前
に
申
込
が

必
要
）
講
座
終
了
後
は
温
泉
を
利
用

で
き
ま
す
。

▼
場
所
　
な
ご
み
の
湯

▼
定
員
　
20
人
程
度

▼
参
加
費
　
2
0
0
0
円

　
ク
ア
ハ
ウ
ス
石
和
の
バ
ー
デ
ゾ
ー
ン

で
水
中
運
動
（
ク
ア
ロ
ビ
ク
ス
）
に
興

味
が
あ
る
、
膝
や
腰
に
負
担
を
か
け
ず

に
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
し
た
い
方
に
お
す

す
め
し
ま
す
。
本
気
で
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

症
候
群
を
解
消
し
た
い
方
は
ぜ
ひ
、
受

講
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
午
前
10
時
〜
12
時
30
分

10
月
25
日
（
月
）
、
11
月
8
日
（
月
）
、
22

日
（
月
）
、
12
月
6
日
（
月
）
、
20
日
（
月
）

※
血
液
検
査
日
は
10
月
19
日
（
火
）
と
12

月
22
日
（
水
）

▼
対
象

20
歳
以
上
〜
65
歳
未
満
の
市
民

※
医
師
に
運
動
を
禁
止
さ
れ
て
い
る
方

は
参
加
を
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

▼
内
容

・
血
液
検
査
（
希
望
者
に
脂
質
異
常
症

と
糖
尿
病
の
検
査
を
し
ま
す
）

・
心
と
か
ら
だ
を
元
気
に
す
る
温
泉
活

用
術

・
体
力
測
定
、
ク
ア
ロ
ビ
ク
ス

・
陥
り
や
す
い
食
事
の
「
悪
習
慣
」
こ

ん
な
生
活
、
繰
り
返
し
て
い
ま
せ
ん
か

・
あ
な
た
は
大
丈
夫
!?

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

症
候
群

・
メ
タ
ボ
対
策
に
効
果
的
な
ク
ア
ロ
ビ

ク
ス
運
動

★
講
座
の
期
間
中
使
え
る
、
ク
ア
ハ
ウ

ス
バ
ー
デ
ゾ
ー
ン
（
多
目
的
温
泉
）

利
用
券
と
公
営
温
泉
利
用
券
（
な
ご

み
の
湯
、
み
さ
か
の
湯
、
も
も
の
里

温
泉
）
を
発
行
し
ま
す
。

▼
場
所
　
ク
ア
ハ
ウ
ス
石
和
　
　
　
　

▼
定
員
　
20
人
程
度

▼
参
加
費
　
5
0
0
0
円

　
夜
の
講
座
で
す
。
簡
単
な
脂
肪
燃
焼

運
動
を
し
な
が
ら
、
受
講
期
間
中
繰
り

返
し
使
え
る
公
営
温
泉
入
浴
券
を
使
っ

て
効
果
的
に
入
浴
を
し
ま
し
ょ
う
。
去

年
の
講
座
で
は
、
約
8
割
の
人
の
体
重

が
減
り
ま
し
た
。

▼
日
時

10
月
13
日（
水
）、20
日（
水
）、27
日（
水
）、

11
月
10
日（
水
）、17
日（
水
）、24
日（
水
）、

12
月
1
日（
水
）、
15
日（
水
）

石和保健福祉センターで脂肪燃焼運動をする参加者

　
午
後
7
時
30
分
〜
9
時

※
血
液
検
査
日
は
、
10
月
4
日
（
月
）
、

12
月
8
日
（
水
）

▼
対
象

　
20
歳
以
上
の
市
民

※
医
師
に
運
動
を
禁
止
さ
れ
て
い
る
方

は
参
加
を
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

▼
内
容

・
血
液
検
査
（
希
望
者
に
は
脂
質
異
常

症
と
糖
尿
病
の
検
査
を
し
ま
す
）

・
温
泉
の
入
り
方

・
簡
単
な
脂
肪
燃
焼
運
動

・
運
動
と
ダ
イ
エ
ッ
ト

★
講
座
の
期
間
中
使
え
る
公
営
温
泉
利

用
券
（
な
ご
み
の
湯
、
み
さ
か
の
湯
、

も
も
の
里
温
泉
）
を
発
行
し
ま
す
。

▼
場
所
　
石
和
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
定
員
　
30
人
程
度

▼
参
加
費
　
5
0
0
0
円

※
「
産
後
マ
マ
の
骨
盤
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

コ
ー
ス
②
」
「
ク
ア
ロ
ビ
ク
ス
コ
ー

ス
②
」
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
た
め
て
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

▼
申
込
方
法

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
、
受
講

を
希
望
す
る
講
座
名
・
氏
名
・
生
年

月
日
・
連
絡
先
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
申
込
後
通
知
し
ま
す
。

▼
申
込
締
切
　
8
月
31
日
（
火
）

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
健
康
づ
く
り
課
　

☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
1

℻
0
5
5
（
2
6
2
）
1
2
7
2

笛吹市の湯で湯ったり。
しっかり健康づくり。

講 座 名 日 時 対 象 場 所 講 師

産後ママの骨盤エク
ササイズコース①
＊希望者に託児あり

10月4日・18日、11月１日・15日・
29日　(全５回)
午前10時30分～12時30分

産後６カ月
以降の市民

なごみの湯
社会体育指導員
半田美恵子氏
保健師　他

20歳～65歳
未満の市民

クアハウス
石和

産後ママの骨盤エク
ササイズコース②
＊希望者に託児あり

H23年１月17日・31日、2月14日・
28日、3月14日（全５回）
午前10時30分～12時30分

クアロビクス
コース①

10月25日、11月8日・22日、
12月6日・20日（全５回）
午前10時～12時30分

クアロビクス
コース②

H23年1月11日・24日、2月7日・
21日、3月7日（全５回）
午前10時～12時30分

10月13日・20日・27日、11月
10日・17日・24日、12月１日・
15日（全８回）
午後７時30分～９時

クアハウス石和
温 泉 利 用 指 導
者、水中運動指
導士、保健師、
管理栄養士

20歳以上の
市民

石和保健福祉
センター

株式会社
ARCA山梨健康増進コース



　
次
の
場
合
に
固
定
資
産
税
の
減
額
措

置
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

▼
対
象
家
屋

平
成
19
年
4
月
1
日
か
ら
平
成
25
年

3
月
31
日
ま
で
の
間
に
、
次
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
改
修
が
行
な
わ
れ
た
住
宅

※
た
だ
し
、
新
築
軽
減
と
同
時
適
用
は

で
き
ま
せ
ん
。

①
廊
下
の
拡
張
　
②
階
段
の
こ
う
配

の
緩
和
　
③
浴
室
の
改
良
　
④
ト
イ

レ
の
改
良
　
⑤
手
す
り
の
取
り
付
け

⑥
床
の
段
差
の
解
消
　
⑦
引
き
戸
へ

の
取
替
え
　
⑧
床
表
面
の
滑
り
止
め

化▼
減
額
さ
れ
る
金
額

○
改
修
家
屋
に
か
か
る
翌
年
度
分
の
税

額
を
3
分
の
1
減
額
（
た
だ
し
１
０
０

㎡
相
当
分
ま
で
を
上
限
と
す
る
）

例
）
平
成
23
年
1
月
か
ら
3
月
ま
で
の

改
修
工
事
完
了
の
場
合
は
、
平
成
24

年
度
分
が
減
額
対
象
で
す
。

▼
申
請
要
件

○
次
の
い
ず
れ
か
の
方
が
居
住
す
る
既

存
住
宅
（
賃
貸
住
宅
は
除
く
）

・
65
歳
以
上
の
方

・
要
介
護
認
定
ま
た
は
要
支
援
認
定
を

受
け
て
い
る
方

・
障
が
い
者

○
補
助
金
を
除
く
自
己
負
担
が
30
万
円

以
上
の
も
の

※
省
エ
ネ
改
修
と
併
用
で
き
ま
す
。

▼
申
請
方
法

改
修
後
3
カ
月
以
内
に
、
次
の
書
類

を
添
付
し
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

・
減
額
申
告
書

・
工
事
明
細
書

・
改
修
箇
所
の
写
真

・
工
事
費
用
が
分
か
る
領
収
書
の
写
し

・
補
助
金
や
介
護
保
険
法
の
給
付
な
ど

を
受
け
て
い
る
方
は
当
該
交
付
決
定

通
知
書
等
の
写
し

▼
対
象
家
屋

平
成
20
年
4
月
1
日
か
ら
平
成
25
年

3
月
31
日
ま
で
の
間
に
、
次
の
省
エ

ネ
改
修
が
行
な
わ
れ
た
住
宅

※
た
だ
し
、
新
築
軽
減
と
同
時
適
用
は

で
き
ま
せ
ん
。

①
窓
（
必
須
）�
②
床
�

③
天
井
�

④
壁

※
外
気
等
と
接
す
る
も
の
の
工
事
に
限

り
ま
す
。

※
①
の
工
事
は
必
須
で
す
。

※
①
か
ら
④
ま
で
の
改
修
工
事
に
よ
り
、

各
部
位
が
現
行
の
省
エ
ネ
基
準
に
新

た
に
適
合
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

▼
減
額
さ
れ
る
金
額

○
改
修
家
屋
に
か
か
る
翌
年
度
分
の
税

額
を
3
分
の
1
減
額
（
た
だ
し
１
２
０

㎡
相
当
分
を
上
限
と
す
る
）

例
）
平
成
23
年
1
月
か
ら
3
月
ま
で
の

改
修
工
事
完
了
の
場
合
は
、
平
成
24

年
度
分
が
対
象
で
す
。

▼
申
請
要
件

○
当
該
改
修
工
事
が
平
成
20
年
1
月
1

日
に
存
す
る
住
宅
に
お
い
て
行
な
わ

れ
る
こ
と
（
賃
貸
住
宅
は
除
く
）

○
前
述
の
工
事
で
工
事
費
が
30
万
円
以

上
の
も
の

※
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
と
併
用
で
き
ま
す
。

▼
申
請
方
法

改
修
後
3
カ
月
以
内
に
、
次
の
書
類

を
添
付
し
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

・
減
額
申
告
書

・
現
行
の
省
エ
ネ
基
準
に
適
合
し
た
住

宅
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
証
明
書
（
建

築
士
、
指
定
確
認
検
査
機
関
、
ま
た

は
登
録
住
宅
性
能
評
価
機
関
が
発
行

し
た
も
の
）

・
工
事
明
細
書

・
工
事
費
用
が
分
か
る
領
収
書
の
写
し

▼
対
象
家
屋

昭
和
57
年
1
月
1
日
以
前
か
ら
あ
る

住
宅
で
、
平
成
18
年
1
月
1
日
か
ら

平
成
27
年
12
月
31
日
ま
で
の
10
年
間
に
、

工
事
費
30
万
円
以
上
の
耐
震
工
事
を

し
た
家
屋

※
耐
震
改
修
と
は
、
地
震
に
対
す
る
安

全
性
の
向
上
を
目
的
と
し
た
改
築
、

修
繕
の
こ
と
で
す
。

▼
減
額
さ
れ
る
金
額

改
修
家
屋
に
か
か
る
固
定
資
産
税
の

2
分
の
1
の
額
（
た
だ
し
１
２
０
㎡

相
当
分
を
上
限
と
す
る
）

▼
減
額
期
間

・
平
成
22
年
1
月
1
日
か
ら
平
成
24
年

12
月
31
日
ま
で
に
改
修
の
場
合
、
2

年
間

・
平
成
25
年
1
月
1
日
か
ら
平
成
27
年

12
月
31
日
ま
で
に
改
修
の
場
合
、
1

年
間

※
バ
リ
ア
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　市教育委員会では、生涯学習機会の充実を目指して市民講座を開講します。皆さんのお申し込みを
お待ちしています。

▼募集期間　８月２日（月）～20日（金）　午前９時～午後５時
　　　　　　期間を過ぎても定員に達しない講座は、再募集する場合があります。

▼申込方法　規定の申込書に記入して、持参・郵送・ファックスのいずれかでお申し込みください。
その際には、必ず「講座番号と講座名｣のご記入をお願いします。申込書は、各支所や市
内図書館窓口などにおいてあります。また、このページのコピーもご利用いただけます。

○持参、郵送の場合
「笛吹市教育委員会�生涯学習課」または「各支所地域課及び地域住民課」窓口
（閉庁日、休館日を除きます）

○ファックスの場合　「笛吹市教育委員会�生涯学習課�生涯学習担当」

▼申込・問合せ先　　〒406－0031　笛吹市石和町市部809－１　笛吹市役所南館内
�������������������������　　笛吹市教育委員会　生涯学習課　生涯学習担当
�����������������������　　��☎�0 5 5（ 2 6 1 ）3 3 3 9 　FAX�0 5 5（ 2 6 1 ）3 3 4 0

▼その他
○各講座は約90分の予定ですが、講座により多少前後します。また、時間設定が特殊な講座もあ

りますので講座のご案内をご確認ください。
○応募者が定員を超えた場合は、抽選で受講者を決定します。その際は、笛吹市民が優先となります。
○受講が決定した方または、抽選に外れてしまった方には、講座受講者決定通知書または、落選通

知書をお届けしますので必ず内容をご確認ください。
○材料費・テキスト代・使用料・入場料・保険料などが必要な講座の受講者には、先に費用を納入

していただきます。講座受講者決定通知書でお知らせする銀行口座へ振り込んでください。
　（1,000円未満は除く）
○受講者の都合で受講できなくなった場合は、負担金の返金はできません。なお、主催者の都合に

より講座が行われなかった場合は、振込み手数料を除いて返金します。
○希望者が一定の数に達しない場合などには、講座を取りやめることもあります。

※市民講座の内容は、初心者を対象としています。引き続き受講を希望される場合や、もう少し高い
レベルの講座を受講したい場合などは、自主（任意）グループを結成することで、施設使用料が一
定の期間減免され、講座を継続できる場合もあります。詳しくは、各講座担当の生涯学習コーディ
ネーターにご相談ください。

笛吹市民講座「スコレー大学」２学期講座受講申込書

住　所

電話番号 生年月日 大・昭・平　　年　　月　　日

ふりがな

男・女

申込者氏名

希望する
講座番号

希望する
講座番号 講　座　名講　座　名

〒



講 師 深澤由美�先生

日 時 10月1日・8日・15日・22日・29日
各金曜日　午前9時30分～11時30分

定 員 15人

ハーブとアロマを使い、環境と身体に優しい石けん
と化粧品を作ります。素敵な香りに包まれ、幸せな
気持ちになれる一時を楽しみましょう。

講 師 杉原弘美�先生

日 時 11月1日・8日・15日・22日・29日、12月6日
各月曜日　午後1時30分～3時30分

定 員 15人

講 師 小野まさ美�先生、水村和惠�先生

日 時 10月13日・20日・27日、11月10日・17日
各水曜日　午前10時～11時30分

定 員 20人

受 講 料 5,500円

会 場 スコレーパリオ

受 講 料 5,000円

会 場 スコレーセンター

「はぎ」・「とじ」なしで初心者でも安心！新しい
編み方で作るベストです。第１回目は「コサージュ」
を作りながら「基礎」を学びます。
※作品見本は生涯学習課に展示中です。

受 講 料 3,500円

会 場 学びの杜みさか

1年を通じて使えるタウン帽子を6回の講座で作りま
す。初心者の方も基礎から指導しますのでお気軽に
ご参加ください。

受 講 料 800円

会 場 山梨県森林総合研究所

富士川町の森の教室でキャスター付きワゴン（縦
17.5ｃｍ横40ｃｍ高さ60cm）を作りましょう。使い
方は、あなたのアイディア次第で多用途の作品です。

受 講 料 無料

会 場 金川の森管理事務所集合

金川の森公園内の森林などをモデルに写真の撮り方
を学びます。撮った写真は講師が講評し、事務所ホ
ールに展示します。

受 講 料 1,500円

会 場 春日居あぐり情報ステーション

ひょうたんに透かし彫りをしてランプシェードを作
ります。透かし彫りのやわらかな灯りに心が和みま
す。

受 講 料 2,000円

会 場 スコレーパリオ

基本的な技法を学びながら食器や花器など、身の回
りの器を作ります。初心者向けの講座です。

受 講 料 4,000円

会 場 スコレーパリオ

生花のようにきれいな造花「アメリカンフラワー」
透明感のあるガラスのような素材で花を作ります。
お部屋などのインテリアに最適です！

講 師 （財）山梨県林業公社森の教室スタッフ

日 時 11月10日(水）
午前9時スコレーセンター南側駐車場集合出発
午後3時30分頃帰着予定

定 員 15人

講 師 井上香代子�先生

日 時 10月13日・20日・27日、11月10日、
12月1日
各水曜日　午後1時30分～3時30分

定 員 24人

講 師 丸山とみ子�先生

日 時 11月12日・19日・26日　各金曜日
午後1時30分～4時（初回のみ4時30分）

定 員 10人

講 師 網野美幸�先生

日 時 10月29日、11月5日・12日・19日・26日
各金曜日　午後7時30分～9時

定 員 15人

講 師 宮田義之�先生

日 時 11月27日（土）　午前9時受付　
午前9時30分～12時　※雨天決行

定 員 15人

講 師 平出恭子�先生

日 時 11月30日（火）�����①午前10時～12時30分
　　　　　　　　②午後1時30分～4時

定 員 ①②各20人（申込書にどちらか番号を記入）

講 師 前田英美�先生

日 時 10月28日（木）、11月9日（火)　
午前10時～12時30分

定 員 25人

講 師 橘田正博�先生、望月健士郎�先生

日 時 12月17日（金）　午後1時30分～3時30分

定 員 25人

受 講 料 2,000円

会 場 春日居あぐり情報ステーション

会 場 山梨園芸高校農場

新春を寿ぐ寄せ植えを自分で作って、新しい年を迎
えましょう！

受 講 料 2,000円

来年の干支「兎」の壁掛けを和紙で作ります。初め
ての方でも仕上げることができます。よい年になる
よう願いながら、作ってみましょう。

受 講 料 400円

会 場 坊が峰ふれあいセンター（境川町）

あなたの食事は大丈夫？笛吹市の食事バランスガイ
ドを使って、自分の食べる量を学びましょう。
笛吹市の食材で料理をして、おいしく食べます。

受 講 料 1,500円

会 場 いちのみや桃の里ふれあい文化館

まるでヘンゼルとグレーテルのお家のようなお菓子
の家は、夢と愛情いっぱいのケーキです。クリスマス
を楽しくすごしましょう。

受 講 料 無料

会 場 八代総合会館

これから趣味を見つけたいと思っている方、コーラ
スに興味のある方、始めてみませんか？男性も大歓
迎です。

受 講 料 無料

会 場 スコレーセンター

素晴らしい演奏を間近で鑑賞したり、楽器を体験し
ましょう。また、みんなで合唱しましょう。3歳以上の
方が対象です。

受 講 料 1,000円

会 場 学びの杜みさか

家族の幸せと希望にあふれる新年を、手づくりの正
月飾りで迎えましょう。

受 講 料 2,000円

会 場 春日居あぐり情報ステーション

生花でお正月用のフラワーアレンジメントをします。
新年を明るく、華やかに彩りましょう。

講 師 代永礼子�先生

日 時 12月22日（水）　午後1時～4時30分

定 員 12人

講 師 福嶋孝一�先生

日 時 12月17日（金）　午後1時30分～3時30分

定 員 15人

講 師 竹原久美子�先生、高田�圭�先生

日 時 10月16日（土）　午後2時～4時

定 員 100人

講 師 鶴田�悠�先生

日 時 12月26日（日）　午前10時～12時

定 員 30人

講 師 八代母さんコーラス部員

日 時 11月2日・9日・16日・30日、12月7日
各火曜日　午後7時30分～9時

定 員 20人



講 師 雨宮富美雄�氏

日 時 11月10日・17日・24日、12月1日・8日
各水曜日　午後7時30分～9時

定 員 10人

「コカリナ」は木で作られたオカリナから名づけら
れた小さな楽器です。木が持つ優しい響きを味わい
ながら吹いてみませんか。

講 師 長沢幸雄�先生

日 時

定 員 20人

講 師 白露創刊同人　雨宮更聞�先生

日 時 11月4日・11日・18日・25日
各木曜日　午後1時30分～3時30分

定 員 15人

受 講 料 無料

会 場 境川総合会館

受 講 料 5,800円（コカリナ代金）

会 場 境川総合会館

基礎から俳句を学びます。初めて俳句を作ってみた
い方、自然や生活の中での感動を俳句に詠みましょ
う。

会 場 北伊奈ケ湖

伊奈ケ湖周辺は豊かな自然に囲まれたアウトドアエ
リアです。自然散策を楽しみ、心も体もリフレッシ
ュしましょう。

受 講 料 無料

会 場 金川の森管理事務所集合

金川の森公園内の経塚古墳・霞堤や周辺地の甲斐国
分寺・国分寺跡などを見学して、地域の歴史を学び
ます。

受 講 料 無料

会 場 いちのみや桃の里ふれあい文化館

「魅力は心のおしゃれから生まれます」礼儀にかな
った美しい立ち居振る舞いから時宜に適した対応の
仕方、冠婚葬祭のマナーなど実技を中心に学びます。
お気軽にご参加ください。

受 講 料 756円

会 場 スコレーパリオ

自分の好きな色が果たして「似合う色」なのでしょ
うか？自分に似合う色を探してみましょう。カラー
コーディネートを学び生活をセンスアップするチャ
ンスです！！

受 講 料 無料会 場 金川の森

家族の一員である愛犬のしつけ方のポイントを3回
の講座で教えていただきます。愛犬との散歩が、楽
しくなりますね。

受 講 料 500円会 場 弦間林業（有）社有地

昔ながらの炭窯を使って、本格的な炭焼きの技術を
体験したり、観賞用の花炭（飾り炭）を作ってみませ
んか？

講 師 ボランティアガイド笛吹、
甲斐国分寺住職　芦田宗興�氏

日 時 11月6日（土）　午前9時30分～12時
※�雨天決行

定 員 15人

講 師 風間繁樹�先生

日 時 10月4日・18日・25日　各月曜日
金川の森管理事務所前集合
午前9時受付　午前9時30分～11時

定 員 15人

講 師 カラリストスクールＷＡＭ本部講師�中澤諄子�先生

日 時 10月7日・14日・21日・28日、11月4日・11日・
18日　各木曜日��午後7時30分～8時30分

定 員 20人

講 師 弦間林業(有)社員

日 時

定 員 15人講 師 現代礼作法　蘆田會��蘆田泰子�先生�他

日 時 10月17日、11月21日、12月19日
各日曜日　午後1時30分～3時30分

定 員 15人

11月30日、12月14日　各火曜日
午前9時30分～12時　午前9時� 御坂農村環境
改善センター駐車場集合
※雨天の場合は翌日に延期。

10月7日（木）　午前9時�スコレーセンター
南側駐車場集合出発　午後3時頃帰着予定　
※雨天の場合は10月14日（木）に延期

受 講 料 無料

講 師 （株）ピーシーワークス社員

日 時 11月25日（木）・30日（火）、12月2日（木）・
7日（火）・9日（木）　午後7時～9時

定 員 24人

講 師 渡辺正裕�先生

日 時 10月14日・21日・28日、11月4日・11日
各木曜日　午後7時30分～8時30分

定 員 10人

講 師 （社）山梨県自動車整備振興会、
山梨県自動車整備商工組合指導教育部門

日 時 11月13日（土）　午前9時30分～12時

定 員 20人 受 講 料 無料

会 場（株）ピーシーワークス

会 場（社）山梨県自動車整備振興会、
山梨県自動車整備商工組合

ボンネット開けてみませんか？実際に自分の車で点
検方法を学びます。知っておきたいドライバーの基
本やトラブル対処法など学べます。

受 講 料 4,200円

パソコンで簡単に作れる素敵なオリジナル年賀状づ
くり！住所録を使って宛名書きも楽々！デジカメで
撮影した写真等を素材にします。※プリント写真の
持込みでも大丈夫です。

受 講 料 無料

会 場 若彦路ふれあいスポーツ館（八代町）

ストレッチポールを使って、背中の筋肉を整えるこ
とで身体の動きを改善します。

受 講 料 無料

会 場 働く婦人の家（八代町）

太極拳は中国武術の一つで、柔らかく、強く、しなや
かな体を作ることができます。ゆったりとした動作は、
血行をよくし内臓機能を高め、ストレスの解消にも
なり、愛好者が増えています。老若男女は問いません。
あなたも体験してみませんか。

受 講 料 無料会 場 御坂農村環境改善センター

音楽に合わせて動く楽しさを体感し、シェイプアッ
プしたい方にオススメの運動を紹介します。

受 講 料 無料会 場 若彦路ふれあいセンター（八代町）

張りのあるしなやかな身体は、若さのバロメーター
とも言われています。いつでも、どこでも、だれにで
もできる筋肉への心地よい刺激とリラクゼーション
法を学びます。

受 講 料 無料

会 場 若彦路ふれあいスポーツ館（八代町）

ラテン系の「音楽」「ダンス」と「フィットネス」を融合
させたダンス・エクササイズ。ウェストのコアの筋肉
に働きかけて引き締まった身体を実現します。

受 講 料 無料

会 場 石和清流館

ステップ台の昇り降り運動を軽快なリズムに合わせ
て楽しく行います。足腰の強化と有酸素性運動の組
み合わせで、体力アップしましょう！

講 師 河野�修�先生

日 時 10月12日・19日・26日、11月9日・16日
各火曜日　午後7時30分～9時

定 員 20人

講 師 斉藤純子�先生

日 時 10月1日・8日・15日・22日・29日
各金曜日　午後7時30分～8時30分

定 員 10人講 師 半田美恵子�先生

日 時 10月26日、11月2日・9日・16日・30日、
12月7日・14日･21日
各火曜日　午前10時～11時30分

定 員 30人

講 師 半田美恵子�先生

日 時 10月6日・13日・20日・27日、11月10日・
17日　各水曜日　午前10時～11時30分

定 員 20人

講 師 半田美恵子�先生

日 時

定 員 30人

11月4日・11日・18日、12月2日・9日・16日、平
成23年1月6日・13日・20日、2月3日・10日・17日、
3月3日・10日・17日
各木曜日　午前10時～11時30分



■問合せ先
　市民活動支援課　市民活動支援担当
　☎�055（262）4111

　家庭部会では、春日居町女性団体連絡協議会定期総会で、「輝

けチャチャチャ笛吹の未来」の歌と体操のパフォーマンスを

行いました。

� 　そのときの雨宮静子さん（同会）の感想を紹介します。

　「声を出して歌うこと、体で表現することは、難しい問題を

素直な気持ちで前向きに考えるきっかけとなるものです。真

剣に考え、行動に移してゆく大切さを教えてもらいました。

　私は、地域の子育て支援をしていますが、この幸せは夫の応援のおかげだと思っています。『家族

が尊重しあい輝く家庭づくり』に向かって人間らしく歩いていることが、私の家庭での男女共同参

画の出発のような気がします。」

　私たち家庭部会も、同会の皆さんが気持ちよく受け入れてくれ、歌と体操を楽しんでくれたこと

を嬉しく感じました。

　「輝けチャチャチャ笛吹の未来」の歌と体操は、笛吹市ホームページで動画配信される予定です。

体操の解説をしていますので、どなたでも気軽に歌いながら体を動かせると思います。ぜひ、ご覧

ください。また、家庭部会では、どこへでもパフォーマンスに伺いますのでお気軽にお声をおかけ

ください。

　私たち笛吹市男女共同参画推進委員会では、皆さんに楽しく、分かりやすく男女共同参画について

知ってもらうための活動をしています。今回は、家庭部会と条例委員会の行ったパフォーマンスを紹

介します。

　条例委員会では、笛吹市女性団体連絡協議会定期総会で、

パフォーマンスを行いました。

㈰�推進委員会が条例案作成に取り組んだ経過

㈪�条例案内容の一部の紹介

㈫�推進委員会が条例案の中で特にこだわった思い

を伝えるために、寸劇と条例案提案への経過説明を行いました。意見交換では

・女性も区の役員を下の役から段々と経験を積んで勉強して

ゆき、区長になれるようにしていけばよいのではないか。

・ゴミ減量と言うと女性の役目と思われているが、みんなで

協力していかないとゴミはなかなか減らないと思う。

・条例と聞くと難しいと思ってしまうが、劇でやってもらう

とわかりやすくて良いと思った。

など、貴重な意見をいただきました。

　条例委員会ではこれからも、市民の皆様に条例の大切さを伝えていきたいと思います。

　条例をつくるには、パブリックコメントと言って市が市民から意見を聞く制度がありますので、

皆さんの意見をお聞かせください。

講 師 中村美千恵�先生

日 時 ①12月3日（金）・8日（水）・21日（火）
②12月7日（火）・15日（水）・24日（金）
午後1時30分～3時30分

定 員 ①�②各20人（申込書にどちらか番号を記入）

高齢期になると筋力の衰え等により、ふらついたり、
転んだりする事が多くなります。元気なうちから体を
動かす習慣をつけましょう。おおむね60歳以上の方が
対象です。※H22年度の健診で特定高齢者候補者や、
貯筋塾に参加している方は申込みできません。

講 師 中山幸子�先生

11月17日（水）　午後7時30分～9時日 時

講 師 県立博物館　近藤暁子�先生、西川広平�先生

日 時 11月25日、12月2日　各木曜日　
午後１時30分

受 講 料 入館料実費

定 員 30人 会 場 県立博物館

受 講 料 無料 会 場 スコレーセンター

列島を駆けめぐった甲斐源氏の活躍を展示する秋の
特別展に関連して、2人の学芸員による講義及び展
示解説です。市民講座のための特別講座です。

受 講 料 無料

定 員 20人 会 場 働く婦人の家（八代町）

身近に起こりうる精神的、肉体的、言葉によるストレ
スの実態についてどんなものか、大切な自分を守る
にはどうしたらよいのかをみなさんで考えながら学
習しましょう！

受 講 料 無料会 場 学びの杜みさか

ボランティア活動を通して、地域貢献や社会参加をする機会をつ
くりませんか。デイサービスセンターなどの介護施設や地域での
ボランティアをしてくださる、おおむねね60歳以上の方を対象
としたボランティアの養成講座です。（１学期講座と同じ内容です）

受 講 料 無料会 場 学びの杜みさか

「認知症」は誰にでも起こりうる脳の病気です。認知症を正
しく理解し、認知症の方やその家族を温かく見守る応援者
として「認知症サポーター」になりませんか。あなた自身の
認知症予防にもつながります。（１学期講座と同じ内容です）

受 講 料 無料会 場 スコレーセンター、市内遺跡等

市民や子どもたち、笛吹市を訪れる観光客に、笛吹
市の歴史、文化財を案内する人材を養成します。2回
目（10月22日）からは、現地研修になります。

ふえふきってどんなところなのでしょうか？　市内
にはたくさんの歴史遺産が残っています。その笛吹
市の魅力について、歴史分野で様々な研究している
方々に、お話ししてもらいます。今回は古代と中世
です。

会 場 いちのみや桃の里ふれあい文化館

「たばこを吸う人と吸わない人の人権」、「子どもは
親のもの？」など、身近な話題について、六法を読
みながら考えましょう！

講 師 県ボランティアセンター職員他

日 時

定 員 ①②③各20人（申込書に番号を記入《複数可》）

講 師 山梨文化財研究所��平野�修�先生、笛吹市文化
財保護審議委員��秋山�敬�先生、弦間耕一�先生

日 時 10月17日、11月21日、12月19日
各日曜日　午後1時30分～3時

受 講 料 無料会 場 学びの杜みさか定 員 50人
日 時

講 師 ボランティアガイド笛吹 定 員 10人

講 師 憲法の理解を広める会「FFU」

受 講 料 無料定 員 10人

講 師 笛吹市キャラバン・メイト

日 時 ①10月19日(火)��午後7時～9時
②11月16日(火)��午後1時30分～3時30分

定 員 ①②各20人（申込書にどちらか番号を記入）

日 時 10月22日、11月5日・19日、12月3日　
各金曜日　午後7時～9時

①傾聴（お年寄りの話に耳を傾ける）
　ボランティア養成講座　10月7日・14日
②施設介助ボランティア養成講座　10月21日・28日
③地域助け合いボランティア養成講座�11月18日・25日　
いずれも各木曜日、午後1時30分から3時30分

1 0 月 8 日・2 2 日 、1 1 月 1 2 日・2 6 日 、1 2 月
10日、平成23年1月14日・28日、2月18日・
25日、3月11日
各金曜日　午前9時30分～12時



　　
市
の
文
化
施
設
で
は
、
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

○
実
施
施
設

・
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館

・
青
楓
美
術
館

・
八
代
郷
土
館

・
春
日
居
郷
土
館

・
八
田
家
書
院

○
期
間

　
７
月
17
日
（
土
）
〜
８
月
22
日
（
日
）

○
対
象
者

・
市
内
の
小
学
校
児
童
親
子
（
必
ず
保

護
者
同
伴
）

・
市
内
の
中
学
校
生
徒
親
子
ま
た
は
友
人

・
市
内
の
小
中
学
生
が
所
属
す
る
子
ど

も
ク
ラ
ブ
・
育
成
会
（
付
添
の
父
兄
・

指
導
者
含
む
）

☆
希
望
の
施
設
で
カ
ー
ド
を
受
け
取
っ

て
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
い
。

入
館
料
等
が
有
料
の
施
設
に
つ
い
て

は
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
実
施
者
（
右

の
対
象
者
）
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
カ

ー
ド
を
確
認
し
ま
し
た
ら
無
料
と
な

り
ま
す
。

　
全
て
の
施
設
の
ス
タ
ン
プ
を
集
め
た

人
に
は
、
記
念
品
と
し
て
最
後
に
訪
れ

た
施
設
で
、
栞
（
し
お
り
）
を
進
呈
い
た

し
ま
す
。

☆
各
施
設
の
敷
地
内
（
屋
外
に
限
る
）

で
、
持
ち
込
み
の
昼
食
を
食
べ
る
こ

と
は
で
き
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
文
化
財
課
　
文
化
財
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）３
３
４
２

◎釈迦堂遺跡博物館
　�開　館　午前９時～午後５時
　�　　　　（入館は午後４時30分まで）
　�休館日　火曜日

◎春日居郷土館
　�開　館　午前９時～午後５時
　　�　　　（入館は午後４時30分まで）
　�休館日　月曜日（8/3～8/8展示替え
　　�　　　のため休館）

◎八代郷土館
　�開　館　午前９時～午後４時（入館は午後3時30分まで）
　�休館日　月・水・金曜日

◎八田家書院
　�開　館　午前９時～午後４時
　　　　　�（入館は午後３時30分まで）
　�休館日　月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）

◎青楓美術館
　�開　館　午前９時30分～午後５時
　　�　　　（入館は午後４時30分まで）
　�休館日　月曜日

R20号 石

至甲府

至大月

一宮御坂�IC 釈迦堂東 勝沼�IC

中央自動車道
釈迦堂�PA

釈迦堂遺跡博物館

上
岩
崎

下
岩
崎

ホテル新光

春日居郷土館

ホテル
石風

石和
郵便局

鵜飼橋
笛吹市役所

石和温泉駅

笛
吹
警
察
署

石
和
駅
前
通
り

八
田
家
書
院

笛
吹
橋

矢作橋

●
北野呂公民館

南野呂公民館

上矢作
公民館

●
青楓美術館

一宮北小学校

相興 ●

● 南野呂
JAふえふき一宮北

勝沼バイパス 南野呂千米寺

地蔵堂

石

浅間神社入口

若彦路ふれあい
スポーツ館

八代総合会館 若彦路ふれあいセンター

笛吹市役所八代支所
山梨中央銀行八代支店

八代南

八代郷土館

至
御
坂

至
芦
川

笛吹市役所
　春日居支所

N

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
国
民
皆
保
険
制
度
を
根
底
で
支
え
つ
づ
け
て
い
る
国
民
健
康

保
険
（
以
下
「
国
保
」
）
の
制
度
や
笛
吹
市
の
現
状
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま

す
。「
み
ん
な
の
国
保
を
守
る
た
め
」
に
、
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

一人当たり療養給付費

�

　
国
保
で
は
、
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る

と
き
保
険
証
の
ほ
か
に
次
の
も
の
を
発

行
し
て
い
ま
す
。

▼
70
歳
（
昭
和
15
年
８
月
１
日
以
前
の
誕

生
日
）
か
ら
74
歳
の
方
全
員
に
発
行

　
８
月
１
日
か
ら
ご
利
用
い
た
だ
く

新
し
い
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者

証
（
以
下
「
受
給
者
証
」
）
を
送
付

し
ま
し
た
。
こ
の
受
給
者
証
の
「
一

部
負
担
金
の
割
合
」
は
毎
年
所
得
判

定
に
よ
り
更
新
さ
れ
ま
す
。
今
回
は
、

「
平
成
21
年
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日

ま
で
の
所
得
」
が
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
受
給
者
証
は
、
国
民
健
康
保
険

に
加
入
す
る
世
帯
主
あ
て
に
送
付
さ

れ
ま
す
の
で
、
対
象
者
名
の
確
認
を

必
ず
お
願
い
し
ま
す
。
万
が
一
届
い

て
い
な
い
方
は
ご
連
絡
を
く
だ
さ
い
。

　▼
限
度
額
適
用
認
定
証
と
は
、
入
院
時

に
一
部
負
担
金
の
支
払
額
を
限
度
額

ま
で
と
す
る
も
の
で
す
。

　
８
月
１
日
か
ら
ご
利
用
で
き
る
限

度
額
適
用
認
定
証
の
交
付
が
必
要
な

方
は
、
申
請
が
必
要
で
す
。
現
在
お

持
ち
の
方
で
８
月
以
降
も
入
院
す
る
方
、

も
し
く
は
こ
れ
か
ら
入
院
す
る
方
は
、

申
請
書
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
国
民
健
康
保
険
税
に
未
納
が
あ
る
と

交
付
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
国
保
税
の

納
め
忘
れ
が
無
い
よ
う
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

▼
高
齢
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方
は

　
高
齢
受
給
者
証
を
提
示
し
て
い
た

だ
く
こ
と
で
限
度
額
適
用
認
定
証
の

扱
い
に
な
り
ま
す
の
で
、
限
度
額
適

用
認
定
証
交
付
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
低
所
得
Ⅱ
・
低
所
得
Ⅰ
の

方
は
、
申
請
し
て
い
た
だ
く
と
更
に

限
度
額
を
低
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

低
所
得
Ⅱ
・
Ⅰ
に
当
て
は
ま
り
、
入

院
す
る
方
は
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
低
所
得
Ⅱ

世
帯
主
お
よ
び
国
保
被
保
険
者
が
、

住
民
税
非
課
税
の
方
（
低
所
得
Ⅰ
以

外
の
人
）

○
低
所
得
Ⅰ

世
帯
主
お
よ
び
国
保
被
保
険
者
が
住

民
税
非
課
税
で
、
必
要
経
費
控
除
（
年

金
の
所
得
は
控
除
額
を
80
万
円
と
し

て
計
算
）
を
差
し
引
い
た
時
に
０
円

に
な
る
方

▼
特
定
疾
病
療
養
受
療
証
と
は
、
人
工

透
析
な
ど
の
治
療
を
受
け
た
時
に
、

一
定
の
自
己
負
担
額
で
済
む
も
の
で
す
。

　
現
在
お
持
ち
の
方
は
、
８
月
１
日

か
ら
ご
利
用
で
き
る
も
の
を
送
付
し

ま
し
た
。
新
規
で
必
要
な
方
は
、
申

請
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

★
所
得
の
申
告
は
お
済
で
す
か
★

　
「
高
齢
受
給
者
証
」
「
限
度
額
適
用

認
定
証
」
「
特
定
疾
病
療
養
受
療
証
」

の
判
定
に
は
、
世
帯
の
所
得
申
告
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
申
告
を
し
て
い

な
い
方
が
い
る
と
、
適
正
な
判
定
が

さ
れ
ま
せ
ん
。
必
ず
申
告
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　
平
成
22
年
４
月
の
一
人
当
た
り
療
養

給
付
費
は
１
万
７
６
１
８
円
で
し
た
。

平
成
21
年
４
月
と
比
較
し
て
、
７
０
１

円
（
＋
４
・
１
％
）
も
上
が
り
ま
し
た
。
前

年
同
月
か
ら
の
増
加
は
２
カ
月
連
続
と

な
り
ま
し
た
。
医
療
費
の
増
加
は
、
国

保
税
の
増
加
に
つ
な
が
り
ま
す
。
一
人

ひ
と
り
で
医
療
費
の
節
約
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。
安
定
し
た
国
保
運
営
の
た
め

に
も
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
上
手
な
お
医
者
さ
ん
の
か
か
り
方
ワ
ン

ポ
イ
ン
ト
】

　
同
じ
病
気
で
の
お
医
者
さ
ん
の
か
け

も
ち
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
行
く
先
々
で
同
じ
検
査
や
薬
が
重
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
時
間
と
医
療
費

の
無
駄
に
な
り
体
へ
の
負
担
も
心
配
で

す
。
治
療
に
不
安
な
ど
が
あ
る
と
き
は

ま
ず
医
師
に
伝
え
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ
先

　
国
民
健
康
保
険
課
　
国
保
総
務
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１

18,000

17,500

17,000

16,500

16,000

H20.4
16,233

H21.4
16,917

H22.4
17,618



　
今
年
で
十
三
回
目
と
な
る
市
出
身
の

千
百
名
を
超
す
戦
没
者
の
遺
影
・
軍
隊

手
帳
･
軍
服
･
戦
時
下
の
生
活
用
品
な

ど
を
展
示
し
平
和
に
感
謝
し
ま
す
。

▼
日
時

　
8
月
10
日
（
火
）
〜
9
月
26
日
（
日
）

　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

　
（
入
館
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
に
）

▼
休
館
日
　
毎
週
月
曜
日
と
9
月
21
日（
火
）・

23
日
（
祝
）

▼
入
館
料
　
無
料

■
問
合
せ
先

春
日
居
郷
土
館

☎
0
5
5
3
（
2
6
）
5
1
0
0

文
化
財
課
　
文
化
財
担
当

☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
4
2

　
「
子
ど
も
の
心
を
育
て
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
子
育
て

に
役
立
つ
講
演
会
で
す
。

　
大
勢
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

▼
日
時
　
8
月
19
日
（
木
）

　
受
付
　
午
前
10
時
15
分
か
ら
　

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
45
分

▼
対
象
者
　
未
就
学
児
の
親
子

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
　
１
階

　
集
会
室

▼
定
員
　
30
組
の
親
子

☆
講
演
会
中
は
、
同
室
で
ス
タ
ッ
フ
と

パ
パ
・
マ
マ
体
験
講
座
を
受
講
中
の

中
学
生
が
お
子
さ
ん
と
遊
び
ま
す
。

▼
講
師
　
山
梨
大
学
教
育
人
間
科
学
部

　
教
授
　
栗
田
真
司
先
生

▼
持
ち
物
　
お
子
さ
ん
の
身
の
回
り
品

▼
参
加
費
　
無
料

※
た
だ
し
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
き
っ
ず
い
ち
の
み
や

　
☎
0
5
5
3
（
4
7
）
1
3
4
5

　
全
日
本
柔
道
選
手
権
9
連
覇
達
成
、

現
在
は
東
海
大
学
理
事
・
体
育
学
部
長
、

認
定
N
P
O
法
人
柔
道
教
育
ソ
リ
ダ
リ

テ
ィ
ー
理
事
長
、
ま
た
神
奈
川
県
体
育

協
会
会
長
と
し
て
幅
広
く
活
動
し
て
い

る
山
下
泰
裕
氏
の
講
演
会
で
す
。

▼
日
時
　
10
月
3
日
（
日
）
午
後
5
時
開
演

▼
場
所
　
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ

い
文
化
館

▼
定
員
　
4
0
0
人

▼
参
加
費
　
無
料

※
た
だ
し
入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。

▼
申
込
方
法

　
往
復
ハ
ガ
キ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
（
9
月
3
日
当
日
消
印
有
効
）

▽
記
入
内
容

往
信
ハ
ガ
キ

○
あ
て
先
　
〒
4
0
5
│
0
0
7
4

笛
吹
市
一
宮
町
国
分
8
0
6
│
2

永
井
誠
覚
　
宛

○
文
面

①
参
加
希
望
者
全
員
の
お
名
前

②
代
表
者
ご
住
所

③
電
話
番
号

返
信
ハ
ガ
キ

○
あ
て
先
　
応
募
者
の
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名

○
文
面
　
記
入
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

※
ハ
ガ
キ
1
枚
に
つ
き
、
３
人
ま
で
お

申
し
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

※
笛
吹
市
親
子
ふ
れ
あ
い
広
場
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp

:/
/

w
w

w
5
.p

la
la

.o
r.jp

/
fu

re
a
i/

▼
後
援
　
笛
吹
市
・
笛
吹
市
教
育
委
員
会

■
問
合
せ
先

笛
吹
市
親
子
ふ
れ
あ
い
広
場

☎
0
5
5
3
（
4
7
）
1
6
2
9

▼
日
時
　
8
月
14
日
（
土
）・
15
日
（
日
）
�

午
後
1
時
30
分
〜
5
時
30
分

▼
内
容
　
工
作
会
、
水
鉄
砲
体
験
、
ス

ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
な
ど
、
ご
家

族
全
員
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
�

▼
参
加
費
　
無
料
、
事
前
申
込
不
要
�

▼
場
所
　
山
梨
県
立
博
物
館
�

※
8
月
13
日
（
金
）
〜
16
日
（
月
）
は
午
後

6
時
ま
で
開
館
し
て
い
ま
す
。
（
入
館

は
午
後
5
時
30
分
ま
で
）

■
問
合
せ
先
　
山
梨
県
立
博
物
館
　

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
2
6
3
1

昨年の八月十五日展では、市内の小学校
児童がたくさん訪れました

　
林
家
彦
い
ち
門
下
の
子
ど
も
た
ち
が
、

楽
し
い
練
習
の
成
果
を
元
気
い
っ
ぱ
い

披
露
し
ま
す
。
甲
州
弁
落
語
や
新
作
落

語
に
も
挑
戦
し
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
彦
い
ち
師
匠
の
爆
笑
落

語
も
お
楽
し
み
に
！

▼
日
時
　
9
月
5
日
（
日
）

開
場
　
午
後
1
時
30
分

開
演
　
午
後
2
時

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
集
会
室

▼
入
場
料
　
大
人
5
0
0
円
、
中
学
生

以
下
　
無
料
（
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
で
、

配
布
中
の
入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
）

■
問
合
せ
先

　
ふ
え
ふ
き
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

　
☎
0
5
5
（
2
6
3
）
7
9
5
9

▼
日
時
　
8
月
24
日
（
火
）

開
場
　
午
後
6
時
30
分

開
演
　
午
後
7
時

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
集
会
室

▼
演
奏
曲

・
に
ほ
ん
の
う
た
シ
リ
ー
ズ

・
音
楽
劇
「
ス
ー
ホ
ー
の
白
い
馬
」

・
楽
し
い
合
唱
「
み
ん
な
で
歌
う
」
他

▼
入
場
料

　
無
料
（
ち
ら
し
に
付
い
て
い
る
入
場

整
理
券
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

■
問
合
せ
先

ふ
え
ふ
き
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

☎
0
5
5
（
2
6
3
）
7
9
5
9

　
ダ
ム
の
役
割
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
水

の
大
切
さ
を
考
え
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

「
ボ
ー
ト
乗
船
会
」
と
「
ダ
ム
内
見
学
会
」

を
深
城
ダ
ム
に
お
い
て
開
催
し
ま
す
。

「
ボ
ー
ト
乗
船
会
」

▼
日
程
　
8
月
8
日
（
日
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時
（
雨
天
中
止
）

▼
内
容

・
ダ
ム
湖
を
ボ
ー
ト
で
１
周

・
15
分
お
き
に
運
航
（
計
20
回
予
定
）

・
各
回
定
員
7
名
（
小
学
生
優
先
）

・
要
予
約

受
付
日
時
…
8
月
2
日
（
月
）
か
ら
6
日

（
金
）
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

「
ダ
ム
内
見
学
会
」

▼
日
程
　
8
月
22
日
（
日
）

　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時
（
雨
天
決
行
）

▼
内
容

・
ダ
ム
内
部
の
探
検
（
ダ
ム
の
中
は
気

温
11
℃
で
ひ
ん
や
り
）

・
ダ
ム
の
働
き
に
つ
い
て
の
ビ
デ
オ
上
映

・
随
時
実
施
（
予
約
不
要
）

▼
場
所

山
梨
県
深
城
ダ
ム
管
理
事
務
所

大
月
市
七
保
町
瀬
戸
2
3
0
8
―
11

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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■
申
込
・
問
合
せ
先

　
山
梨
県
深
城
ダ
ム
管
理
事
務
所

☎
0
5
5
4
（
2
4
）
7
0
6
2

午
前
9
時
〜
午
後
5
時
（
土
日
祝
日

を
除
く
）

▼
日
時
　
8
月
29
日
（
日
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
4
時

　
※
少
雨
決
行

▼
場
所
　
や
ま
な
し
伝
統
工
芸
館

▼
内
容

○
山
梨
郷
土
伝
統
工
芸
品
共
同
展
示
会

　
（
甲
州
印
伝
・
甲
州
雨
畑
硯
な
ど
）

○
伝
統
工
芸
品
製
作
実
演

　
（
水
晶
彫
刻
・
手
す
き
和
紙
な
ど
）

○
伝
統
工
芸
体
験
コ
ー
ナ
ー

（
て
ん
刻
・
ミ
ニ
瓦
作
り
・
藍
染
め
ハ

ン
カ
チ
作
り
体
験
な
ど
）

○
貴
石
ゲ
ー
ム
・
模
擬
店
な
ど

※
当
日
に
限
り
無
料
で
入
館
で
き
ま
す
。

■
問
合
せ
先
　
や
ま
な
し
伝
統
工
芸
館

　
☎
0
5
5
（
2
6
3
）
6
7
4
1

練習頑張っています！是非見にきてください

当日は楽しいコンサートにします



　
初
め
て
の
方
で
も
無
理
な
く
で
き
る

簡
単
な
ヨ
ガ
で
す
。

▼
日
時
　
9
月
11
日
（
土
）

　
受
付
　
午
前
9
時
30
分
か
ら

　
開
催
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▼
場
所
　
金
川
の
森
管
理
事
務
所

▼
定
員
　
20
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
服
装
・
持
ち
物
　
動
き
や
す
い
服
装
、

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
（
お
持
ち
で
な
け
れ
ば
、

大
き
め
の
バ
ス
タ
オ
ル
）

▼
申
込
受
付
　
8
月
11
日
（
水
）
か
ら

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
森
林
公
園
金
川
の
森
管
理
事
務
所

�
☎
0
5
5
3
（
4
7
）
2
8
0
5

▼
日
時
　
9
月
12
日
（
日
）

　
受
付
　
午
前
9
時
か
ら

　
開
催
　
午
前
9
時
30
分
〜
12
時

※
雨
天
の
場
合
、
ス
ラ
イ
ド
で
植
物
説

明
会
を
行
い
ま
す
。

▼
集
合
場
所
　
金
川
の
森
管
理
事
務
所

▼
定
員
　
15
名
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
講
師
　
山
梨
学
院
短
期
大
学
　
教
授

　
大
久
保
栄
治
氏

▼
申
込
受
付
　
8
月
12
日
（
木
）
か
ら

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
森
林
公
園
金
川
の
森
管
理
事
務
所

�
☎
0
5
5
3
（
4
7
）
2
8
0
5

　
市
で
は
、
来
年
4
月
に
採
用
す
る
職

員
の
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

▼
募
集
す
る
職
種
・
人
数

一
般
行
政
職
（
若
干
名
）

保
育
士
（
1
名
程
度
）

保
健
師
（
1
名
程
度
）

▼
受
験
資
格

職
種
な
ど
に
よ
っ
て
、
年
齢
や
資
格

な
ど
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は

試
験
案
内
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
受
験
手
続
き

○
試
験
案
内
配
布

7
月
26
日
（
月
）
〜
8
月
18
日
（
水
）

﹇
場
所
﹈
　
総
務
部
総
務
課
（
市
役
所
本

　
　
　
　
庁
舎
2
階
）
ま
た
は
各
支
所

○
受
験
申
込
受
付

　
8
月
2
日
（
月
）
〜
18
日
（
水
）

﹇
場
所
﹈
　
総
務
部
総
務
課

　
　
　
　
（
市
役
所
本
庁
舎
2
階
）

※
い
ず
れ
も
土
・
日
曜
日
を
除
く
午
前

8
時
30
分
〜
午
後
5
時
30
分

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
受
付

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
（
8
月
2
日
か
ら
）

▼
一
次
試
験
日
　
9
月
19
日
（
日
）

■
問
合
せ
先

総
務
課
　
人
事
給
与
担
当

☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
高
齢
者
総
合
ス
ポ
ー
ツ
大
会
は
、
高
齢

者
の
健
康
の
保
持
、
増
進
と
生
き
が
い
づ

く
り
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開

催
さ
れ
ま
す
。
長
年
に
わ
た
り
続
け
て
き

た
ス
ポ
ー
ツ
や
、
日
常
生
活
の
中
で
誰
も

が
手
軽
に
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
普

及
し
て
き
た
軽
ス
ポ
ー
ツ
を
行
い
、
仲
間

や
家
族
と
参
加
し
て
楽
し
め
る
機
会
を
設

け
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
相
互
の
交
流
を

深
め
る
後
押
し
を
し
ま
す
。

▼
日
程
　
9
月
25
日
（
土
）

　
テ
ニ
ス
・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
は
9
月
11
日（
土
）

▼
場
所
　
小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
　
他

▼
参
加
資
格
　

県
内
在
住
の
満
60
歳
以
上
の
男
女

（
平
成
22
年
9
月
1
日
現
在
）

▼
募
集
種
目
　
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
、
テ
ニ
ス
、
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル

卓
球
、
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
（
ラ
リ
ー
・

ダ
ブ
ル
ス
）
ペ
タ
ン
ク
、
ソ
フ
ト
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
、
ク
イ
ズ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ（
種

目
に
よ
り
募
集
人
員
が
異
な
り
ま
す
。

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

▼
申
込
締
切
　
8
月
16
日
（
月
）

　
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が

写
し
た
『
お
孫
さ
ん
の
写
真
』
を
募
集
し
、

全
応
募
作
品
を
、
い
き
い
き
山
梨
ね
ん

り
ん
ピ
ッ
ク
会
場
（
小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
）

に
展
示
し
ま
す
。

▼
作
品
テ
ー
マ
　
自
慢
の
孫
を
撮
っ
た

も
の
な
ら
自
由
で
す
。

▼
応
募
資
格�

�県
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方

※
応
募
規
格
や
応
募
方
法
の
詳
細
に
つ

い
て
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
応
募
・
問
合
せ
先

　
い
き
い
き
山
梨
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
実

行
委
員
会
　
事
務
局

　
（
山
梨
県
社
会
福
祉
協
議
会
　
長
寿
や

ま
な
し
振
興
セ
ン
タ
ー
）

　
☎
0
5
5
（
2
5
1
）
3
9
0
0

■申込・問合せ先

〈笛吹市社会福祉協議会〉

本所（八代）　�☎055（265）5182

石和地域事務所�☎055（262）1267

御坂地域事務所�☎055（263）0848

一宮地域事務所�☎0553（47）2288

境川地域事務所�☎055（266）5911

春日居地域事務所�☎0553（26）3667

芦川地域事務所�☎055（298）2170

〈笛吹市役所高齢福祉課〉

　　　　　　　☎055（261）1902

　
笛
吹
市
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
甲
府
の
共

催
で
笛
吹
市
商
工
会
の
協
力
を
得
て
、

「
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
を
行
い
ま
す
。

　
同
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
参
加
企
業
を
募
集

し
ま
す
。

▼
日
時

　
10
月
26
日
（
火
）
午
後
1
時
〜
4
時

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
集
会
室

▼
募
集
企
業
数

30
社
を
予
定
（
市
内
に
本
社
・
支
店
又

は
、
事
務
所
等
が
あ
る
企
業
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
対
象
求
職
者

来
春
新
規
学
卒
予
定
者
（
高
校
・
大
学
）

就
職
希
望
者
（
Ｉ
・
Ｕ
タ
ー
ン
を
含
む
）

▼
参
加
受
付

９
月
１
日
（
水
）
か
ら

参
加
申
込
は
観
光
商
工
課
に
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

観
光
商
工
課
　
商
工
労
働
担
当

☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
郵
便
局
株
式
会
社
で
は
、
御
坂
町
下

黒
駒
地
区
で
、
簡
易
郵
便
局
の
業
務
を

受
託
し
て
い
た
だ
け
る
方
（
受
託
者
）
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　
受
託
に
は
い
く
つ
か
の
要
件
が
あ
り

ま
す
。
受
託
を
希
望
さ
れ
る
方
や
関
心

の
あ
る
方
は
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
簡
易
郵
便
局
と
は

郵
便
局
株
式
会
社
等
か
ら
契
約
し
た

郵
便
局
の
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
う
ち
、

基
本
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
委
託
を
受
け

た
個
人
や
法
人
の
方
に
、
郵
便
局
株

式
会
社
が
指
定
さ
せ
て
い
た
だ
く
地

域
に
お
い
て
、
個
人
や
法
人
の
方
が

自
ら
用
意
し
た
施
設
で
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

▼
募
集
締
切

　
9
月
30
日
（
木
）

※
な
お
、
新
規
受
託
候
補
者
が
決
定
次

第
、
募
集
は
終
了
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

■
問
合
せ
先

郵
便
局
株
式
会
社
　
南
関
東
支
社
　

企
画
部
　
店
舗
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
担
当（
簡

易
郵
便
局
担
当
）

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時
30
分

☎
0
4
5
（
2
2
8
）
2
5
2
1

　
み
な
さ
ん
が
つ
く
っ
た
統
計
グ
ラ
フ

を
募
集
し
ま
す
。

　
あ
な
た
が
調
べ
て
感
じ
た
こ
と
を
、

統
計
グ
ラ
フ
に
ま
と
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
県
内
在
住
の
小
学
生
以
上
の
方
な
ら

ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

▼
応
募
資
格

　
第
1
部
　
小
学
校
1
・
2
年
生

　
第
2
部
　
小
学
校
3
・
4
年
生

　
第
3
部
　
小
学
校
5
・
6
年
生

　
第
4
部
　
中
学
生

　
第
5
部
　
高
校
以
上
の
生
徒
・
学
生
、

　
　
　
　
　
一
般

　
パ
ソ
コ
ン
統
計
グ
ラ
フ
の
部
　

　
　
　
　
　
小
学
生
以
上

▼
課
題

自
由
（
た
だ
し
、
小
学
校
4
年
生
以

下
の
児
童
は
、
自
ら
観
察
ま
た
は
調

査
し
た
結
果
を
グ
ラ
フ
に
し
て
く
だ

さ
い
）

▼
応
募
作
品
の
規
格

Ｂ
2
版
（
72
・
8
㎝
×
51
・
5
㎝
）

と
し
ま
す
。

紙
質
、
色
彩
は
自
由
で
す
が
、
パ
ネ

ル
仕
上
げ
、
表
面
の
セ
ロ
ハ
ン
カ
バ

ー
等
の
調
製
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

用
紙
は
、
山
梨
県
企
画
県
民
部
統
計

調
査
課
に
あ
り
ま
す
の
で
、
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。

▼
締
切
日

9
月
7
日
（
火
）
必
着
（
郵
送
ま
た
は
持

参
）

よ
り
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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■
作
品
の
送
付
及
び
問
合
せ
先

〒
4
0
0
―
8
5
0
1

甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
6
―
1

山
梨
県
企
画
県
民
部
統
計
調
査
課

　
☎
0
5
5
（
2
2
3
）
1
3
4
2



募
集
種
目
・
資
格
・
試
験
日

○
陸
・
海
・
空
　
自
衛
官
候
補
生（
任
期
制
）

　
18
才
以
上
　
27
才
未
満
の
者

　
﹇
試
験
日
﹈

・
男
子
　
受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

・
女
子
　
9
月
26
日
〜
29
日

○
陸
・
海
・
空
　
一
般
曹
候
補
生

　
18
才
以
上
　
27
才
未
満
の
者

　
﹇
1
次
試
験
﹈
9
月
18
日

○
海
・
空
　
航
空
学
生

　
高
卒
（
見
込
み
含
）
21
才
未
満
の
者

　
﹇
1
次
試
験
﹈
9
月
23
日

▼
受
付
期
間
　
8
月
1
日
〜
9
月
10
日

次
に
示
し
た
募
集
種
目
・
そ
の
他
の
詳

細
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

○
看
護
学
生
（
男
・
女
）

○
防
衛
大
学
校
　
推
薦

○
防
衛
大
学
校
　
一
般

○
防
衛
医
科
大
学
校

○
高
等
工
科
学
校

■
問
合
せ
先

・
自
衛
隊
山
梨
地
方
協
力
本
部

�
南
ア
ル
プ
ス
募
集
セ
ン
タ
ー

�
南
ア
ル
プ
ス
市
桃
園
6
1
1
│
2

　
☎
0
5
5
（
2
8
3
）
5
1
5
0

・
自
衛
隊
山
梨
地
方
協
力
本
部�

�募
集
課�

　
甲
府
市
北
新
1
丁
目
7
│
9

　
☎
0
5
5
（
2
5
3
）
1
5
9
1
（
代
）

　
講
師
の
指
導
に
よ
り
、
季
節
の
花
や

果
物
な
ど
を
写
生
し
ま
す
。

▼
日
時
　
8
月
14
日
（
土
）
〜
16
日
（
月
）

受
　
付
　
当
日
随
時
　
　
　

開
　
催
　
午
前
10
時
〜
午
後
5
時

▼
場
所
　
金
川
の
森
管
理
事
務
所

▼
参
加
費
　
1
0
0
円

▼
講
師
　
高
田
恭
子
氏
　

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
森
林
公
園
金
川
の
森
管
理
事
務
所

�
☎
0
5
5
3
（
4
7
）
2
8
0
5

　
正
し
い
フ
ォ
ー
ム
や
ス
イ
ン
グ
、
ア

プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
な
ど
を
学
び
ま
す
。

▼
日
時
　
9
月
25
日
（
土
）

※
雨
天
の
場
合
、
26
日
（
日
）
に
延
期

受
付
　
午
前
9
時
か
ら

開
催
　
午
前
9
時
30
分
〜
12
時

▼
場
所
　
金
川
の
森
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー

ド
ゴ
ル
フ
場
（
ス
ポ
ー
ツ
の
森
）

▼
対
象
　
初
心
者
（
小
学
生
以
上
）

▼
定
員
　
20
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
2
5
0
円

▼
講
師
　
山
梨
県
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド

ゴ
ル
フ
協
会
普
及
指
導
員

▼
申
込
受
付
　
8
月
25
日
（
水
）
か
ら

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
森
林
公
園
金
川
の
森
管
理
事
務
所

�
☎
0
5
5
3
（
4
7
）
2
8
0
5

　
樹
齢
1
0
0
年
を
越
え
る
約
2
6
0

本
の
ケ
ヤ
キ
の
下
で
、
イ
ベ
ン
ト
を
楽

し
み
ま
せ
ん
か
。

　
対
象
は
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
（
た
だ

し
、
小
学
三
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

▼
日
時
　
8
月
21
日
（
土
）

�
受
付
　
午
前
9
時
30
分

　
※
雨
天
中
止

▼
場
所
　
稲
山
ケ
ヤ
キ
の
森
（
八
代
町
岡
）

▼
内
容

○
森
の
コ
ン
サ
ー
ト
「
フ
ル
ー
ト
の
三

重
奏
」

・
参
加
自
由
・
参
加
費
無
料

・
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト
、
飲
み
物
な
ど
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

○
竹
を
使
っ
た
工
作
教
室
と
お
や
つ
作

り
・
先
着
1
0
0
名
（
事
前
申
込
必
要
）

・
参
加
費
5
0
0
円

・
軽
作
業
が
で
き
る
服
装
で
、
帽
子
、

飲
み
物
、
雨
具
な
ど
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
申
込
受
付

（
工
作
教
室
、
お
や
つ
作
り
）

8
月
2
日
（
月
）
〜
13
日
（
金
）
の
平
日

電
話
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

八
代
支
所
　
地
域
課

　
☎
0
5
5
（
2
6
5
）
2
1
1
1

至御坂

金川曽根広域農道金川曽根広域農道

公園入口看板 浅川中学

浅川

至境川

八代ふるさと
公園

四
ッ
沢
川

至境川 第二農免（みやさか道）

稲山ケヤキの森

ここから約２km

フルートのハーモニーをお楽しみください

　
健
康
で
生
き
が
い
や
役
割
が
あ
り
、

生
き
生
き
と
し
た
人
生
を
送
れ
る
高
齢

者
が
増
え
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
「
シ
ル

バ
ー
体
操
指
導
員
」
を
養
成
し
て
い
ま

す
。
ま
ず
初
級
講
座
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

（
「
シ
ル
バ
ー
体
操
指
導
員
養
成
講
座
」

に
は
、
初
級
・
中
級
・
上
級
の
3
講

座
が
あ
り
ま
す
。
中
級
・
上
級
の
講

座
は
、
そ
れ
ぞ
れ
初
級
・
中
級
講
座

修
了
者
が
受
講
で
き
ま
す
）

▼
日
時

9
月
30
日
、
10
月
7
日
・
14
日
・
21
日
・

28
日
、
11
月
4
日
・
11
日
・
18
日
・

25
日
、
12
月
2
日
・
9
日
・
16
日
（
全

12
回
）

午
後
7
時
30
分
〜
9
時

▼
対
象
　
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
市
民

▼
場
所
　
御
坂
保
健
セ
ン
タ
ー

（
開
校
式
・
閉
校
式
の
み
石
和
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
）

▼
募
集
期
間

　
8
月
2
日
〜
9
月
10
日
ま
で

▼
参
加
費
　
無
料

■
申
込
・
問
合
せ
先

健
康
づ
く
り
課
　
健
康
企
画
担
当

☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
1

　
介
護
予
防
と
い
う
と
年
を
と
っ
て
か

ら
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
す
が
、
若
い
う

ち
か
ら
、
体
を
い
た
わ
っ
て
お
く
の
も

一
つ
の
介
護
予
防
で
す
。

　
今
回
ご
紹
介
す
る
体
操
は
硬
く
な
っ

た
背
中
や
肩
の
コ
リ
を
ほ
ぐ
す
運
動
で

す
。
農
作
業
や
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
の
合
間

な
ど
に
行
な
う
と
効
果
的
で
す
。
ぜ
ひ

お
試
し
く
だ
さ
い
。

　
私
た
ち
は
「
肩
こ
り
」
に
な
る
と
首

の
付
け
根
を
叩
い
た
り
肩
や
首
を
回
し

た
り
し
ま
す
。
こ
れ
は
間
違
っ
た
運
動

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ら
の
運
動

を
す
る
前
に
背
中
の
筋
肉
を
動
か
し
て

お
く
と
効
果
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

肩
甲
骨
と
い
う
背
中
の
骨
の
上
に
肩
関

節
が
乗
っ
て
い
る
の
で
、
背
中
の
筋
肉

を
ほ
ぐ
す
こ
と
で
肩
周
り
の
筋
肉
の
緊

張
も
と
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。

　
「
片
手
バ
ン
ザ
イ
」
運
動
は
と
て
も
簡

単
で
す
。
背
中
が
楽
に
な
る
こ
と
を
す

ぐ
に
実
感
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

▼
「
片
手
バ
ン
ザ
イ
」
運
動
の
説
明

①
イ
ス
に
浅
く
腰
か
け
て
背
も
た
れ
に

寄
り
か
か
り
胸
を
張
り
ま
す
。
（
背
中

が
痛
い
と
き
は
背
も
た
れ
に
タ
オ
ル

を
置
い
て
く
だ
さ
い
）

②
片
手
ず
つ
ゆ
っ
く
り
バ
ン
ザ
イ
を
5

〜
10
回
位
く
り
返
し
ま
す
。

③
バ
ン
ザ
イ
を
し
て
い
る
と
き
に
肩
甲

骨
が
動
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
と

と
て
も
良
い
で
す
。

④
片
手
バ
ン
ザ
イ
運
動
が
終
わ
っ
た
ら

「
肩
す
く
め
」
や
「
首
回
し
」「
肩
回
し
」

な
ど
を
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先

高
齢
福
祉
課
　
高
齢
者
支
援
担
当

☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
2

＊
対
象
者
に
は
、
後
日
予
診
票
・
契
約

医
療
機
関
等
の
詳
し
い
お
知
ら
せ
を

し
ま
す
。
接
種
時
期
等
の
内
容
を
よ

く
確
認
し
契
約
医
療
機
関
に
て
予
防

接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

＊
他
市
町
村
よ
り
転
入
さ
れ
た
方
、
予

診
票
の
な
い
方
、
合
併
前
の
予
診
票

を
お
持
ち
の
方
は
、
健
康
づ
く
り
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
�

■
問
合
せ
先
�

健
康
づ
く
り
課
　
母
子
保
健
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
1

講座修了者で４つの自主グルー
プをつくり、自らの健康増進と
地域で健康体操普及活動をして
います！

運動時の姿勢

予防接種名

Ｂ Ｃ Ｇ �� � � � � � � �

三種混合1期初回・追加（ジ
フテリア・百日咳・破傷風）

麻しん風しん混合�1期

日 本 脳 炎 1 期

日 本 脳 炎 2 期

二 種 混 合 　 2 期
（ジフテリア・破傷風）

通知発送対象児

平成19年８月生まれ

平成22年５月生まれ

平成21年８月生まれ

平成11年８月生まれ

現在接種はできません

個人差があります。
医師に運動を禁止さ
れている場合は、無
理をしないようにし
てください。



【作り方】
①なすは１cmの輪切りにし、オリーブオイ

ルを熱したフライパンで両面を焼いておく。
②玉ねぎは薄切り、ベーコンは１cm幅に切

り、フライパンで炒め、塩・こしょうを
しておく。

③フライパンに①のなすを並べ、その上に
②をのせ、輪切りにしたトマト、とろけ
るチーズ、輪切りにしたピーマンの順に
重ね、ふたをして焼く。

④チーズが溶けたら火を止める。

■問合せ先��健康づくり課��健康企画担当��☎055（261）1901

副菜3つ
主菜0.5つ

笛吹市の食材

なす��トマト

　市国民健康保険に加入している平成 23 年 3 月末日

の年齢が 65 歳から 74 歳の方で、自費で人間ドック

を受ける予定の方に、『笛吹市特定健康診査【医療機

関健診】受診券』を発行します。

　人間ドックを受ける際に、この『受診券』を委託

医療機関に提出すると、市が特定健康診査分 6,176

円を助成します。希望者は、国民健康保険課までご

連絡ください。

▼
対
象
者

市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

昭
和
11
年
4
月
1
日
か
ら
昭
和
21
年

3
月
31
日
生
ま
れ
の
方

※
今
年
度
中
に
、
市
の
集
団
健
診
ま
た
は

医
療
機
関
健
診
で
特
定
健
康
診
査
を

受
診
し
て
い
る
方
は
、
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
。

▼
受
診
券
有
効
期
間

　
平
成
22
年
12
月
31
日
ま
で

▼
委
託
医
療
機
関

一
宮
温
泉
病
院

ク
ア
ハ
ウ
ス
石
和

笛
吹
中
央
病
院

加
納
岩
総
合
病
院

山
梨
厚
生
病
院

※
市
国
保
人
間
ド
ッ
ク
の
委
託
医
療
機

関
と
一
部
異
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

国
民
健
康
保
険
課

国
保
保
健
指
導
担
当

☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

材　料（４人分）
なす�……………�３本　　　　とろけるチーズ�……�100ｇ
ピーマン�………�１個　　　　オリーブオイル�……�適量
トマト�…………�中１個　　　塩�……………………�少々
玉ねぎ�…………�中１個　　　こしょう�……………�少々
ベーコン�………�４枚

牛乳･乳製品
１つ

　
子
育
て
中
の
家
族
同
士
、
親
睦
を
深

め
ま
し
ょ
う
。

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
会
員
と
の
交

流
も
あ
り
ま
す
。

▼
対
象
　
0
才
〜
未
就
園
児
と
保
護
者

　
25
家
族

▼
日
時
　
8
月
29
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

集
合
　
午
前
9
時
30
分

ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

▼
場
所

　
境
川
町
　
黒
坂
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

▼
内
容

・
キ
ャ
ン
プ
料
理
を
作
っ
て
食
べ
よ
う

・
森
の
あ
そ
び

・
森
の
中
で
大
型
紙
芝
居

▼
参
加
費

　
大
人�

�１
０
０
０
円
（
未
就
園
児
無
料
）

▼
持
ち
物

飲
み
物
・
開
い
て
な
い
牛
乳
パ
ッ
ク
・

カ
レ
ー
用
ス
プ
ー
ン

濡
れ
て
も
よ
い
服
・
靴

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
つ
ど
い
の
広
場
ゆ
う
ゆ
う
ゆ
う

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
0
2
1
8

　
オ
イ
ル
を
使
っ
た
3
回
コ
ー
ス
の
ベ

ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
親
子
の
き
ず
な
づ

く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。
赤
ち
ゃ
ん
の
心

理
学
を
学
ぶ
時
間
や
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
も

あ
り
ま
す
。

▼
対
象
　
生
後
2
カ
月
か
ら
ハ
イ
ハ
イ

前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
　
10
組

※
最
小
遂
行
組
数
　
3
組

▼
日
時

8
月
10
日
（
火
）・
20
日
（
金
）・
31
日
（
火
）

午
前
10
時
30
分
〜
12
時

▼
場
所

　
つ
ど
い
の
広
場
ゆ
う
ゆ
う
ゆ
う

▼
講
師

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
国
際
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
協
会

認
定
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

▼
参
加
費

3
回
コ
ー
ス�

3
0
0
0
円

（
心
理
学
の
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
付
音
楽
Ｃ

Ｄ
と
オ
イ
ル
1
本
付
き
）

▼
持
ち
物

普
段
使
っ
て
い
る
バ
ス
タ
オ
ル
・
フ

ェ
イ
ス
タ
オ
ル

お
子
さ
ん
の
身
の
回
り
品
と
飲
み
物

■
申
込
・
問
合
せ
先

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人�

Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ�

Ｓ
ｐ
ａ
ｃ
ｅ

ゆ
う
ゆ
う
ゆ
う

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
0
2
1
8

避難の道順を決めておく
　避難する道に危険な場所がないか、日頃から調べておきましょう。

危険箇所を調べておこう
地域で発生した過去の災害箇所や土砂災害警戒区域になっている危険箇所、避難場
所はどこかなど、日頃から確認しておきましょう。

お年寄りは早めに避難させよう
犠牲者の半数以上を占めるのは、お年寄りなどの災害時要援護者です。移動時間を
考えて早めの避難を。

防災無線や広報車による呼びかけに注意する
　強い雨や長雨の時などは、気象情報や避難情報の呼びかけに注意しましょう。

■問合せ先
　総務課　消防防災担当
　☎�055(262)4111

こんな現象を見たら・聞いたら、早めに避難しましょう。

キケンな場所には近づかないようにしましょう。

土砂災害にはこんな前兆現象があります。

�○�斜面にひび割れや膨らみなどの変形が見られるとき

�○�斜面から水が湧き出てくるとき

�○�変な土の臭いがするとき

�○�山鳴り・地鳴りがするとき

�○�沢の水が濁ったり、水量が急に減るとき

�○�木立が不揃いになったり、井戸の水が濁るとき

�○�斜面から石ころが落ちるとき



・
火
災
か
ら
大
切
な
家
族
を
守
る
た
め

・
自
分
自
身
の
命
を
守
る
た
め

・
地
域
の
安
全
・
安
心
を
守
る
た
め

「
今
」
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
平
成
23
年
6
月
1
日
か
ら
す
べ
て
の

住
宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が

義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

▼
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
取
り
付
け
場
所

寝
室
、
階
段
の
天
井
ま
た
は
壁
に
設

置
し
ま
す
。

（
笛
吹
市
で
は
、
台
所
へ
の
設
置
義
務

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
火
災
の
発
生
率

が
高
い
場
所
と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、

設
置
を
お
勧
め
し
ま
す
。
）

▼
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
種
類

煙
式
の
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置

し
ま
す
。

▼
取
り
付
け
位
置

・
通
常
の
壁
面
か
ら
の
取
り
付
け
位
置

・
エ
ア
コ
ン
な
ど
の
噴
出
口
付
近
の
取

り
付
け
位
置

・
壁
へ
の
取
り
付
け
位
置

▼
購
入
に
つ
い
て

防
災
用
品
取
扱
店
や
家
電
量
販
店
、

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
購
入
で
き

ま
す
。
購
入
の
際
は
、
基
準
に
合
格

し
た
Ｎ
Ｓ
マ
ー
ク
（
日
本
消
防
検
定

協
会
の
鑑
定
合
格
証
）
付
き
の
も
の

を
選
び
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ
先
　
市
消
防
本
部
�

予
防
課

☎
0
5
5
（
2
6
2
）
8
5
2
8

　
市
で
は
、
下
水
道
の
本
管
が
設
置
さ

れ
、
公
共
下
水
道
処
理
区
域
内
と
な
っ

た
皆
さ
ん
の
公
共
下
水
道
へ
接
続
す
る

た
め
の
改
造
工
事
に
つ
い
て
、
資
金
融

資
あ
っ
せ
ん
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
次
の
条
件
を
す
べ
て

満
た
す
方
に
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

（
制
度
の
改
正
に
よ
り
、
今
ま
で
と
比
べ

て
条
件
が
緩
和
さ
れ
ま
し
た
）

▼
対
象
工
事

処
理
区
域
と
な
っ
た
公
共
下
水
道
へ
接

続
す
る
宅
内
排
水
設
備
の
改
造
工
事

▼
貸
付
金
額

　
50
万
円
以
内
（
1
万
円
単
位
）

▼
貸
付
条
件

・
法
人
で
な
い
個
人
の
人

・
市
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

・
連
帯
保
証
人
1
人
を
有
す
る
人
�

他

※
連
帯
保
証
人
の
条
件

・
納
付
義
務
の
あ
る
自
治
体
の
市
（
区
）

町
村
民
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

・
弁
済
の
能
力
を
有
す
る
人

▼
返
済
期
間
�　

36
カ
月
以
内

▼
返
済
方
法
�

貸
付
の
翌
月
か
ら
口
座
自
動
振
替
に

よ
り
元
金
均
等
償
還

▼
利
子
補
給
�

市
が
利
子
補
給
を
行
い
ま
す
。
た
だ

し
、
延
滞
利
息
は
申
請
者
負
担
と
な

り
ま
す
。

▼
提
出
す
る
も
の

・
改
造
資
金
融
資
あ
っ
せ
ん
申
請
書
（
下

水
道
課
に
あ
り
ま
す
）

・
納
税
証
明
書
（
申
請
者
お
よ
び
連
帯
保

証
人
）

詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
市
で
は
、
4
月
か
ら
1
年
間
を
か
け
て
、

「
浄
化
槽
世
帯
調
査
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
下
水
道
供
用
開
始
区
域
内
で
、
浄
化

槽
を
使
用
し
て
い
る
方
に
つ
い
て
、
利

用
人
数
、
浄
化
槽
（
合
併
・
単
独
）
を

調
査
し
て
い
ま
す
。

　
７
月
に
御
坂
町
、
８
月
頃
か
ら
八
代

町
へ
と
順
次
調
査
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
際
、
公
共
下
水
道
へ
の
早
期
接

続
の
お
願
い
を
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
常
に
2
人
で
訪
問
し
ま
す
。

▼
笛
吹
市
の
マ
ー
ク
の
帽
子
と
、
「
市
下

水
道
課
」
の
黄
色
い
腕
章
を
着
用
し

て
い
ま
す
。

▼
常
に
調
査
員
証
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ
先
　
下
水
道
課
　
管
理
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
4
7

エアコンの吹き出し口や換気口など
から 1.5m 以上離しましょう。

天井から 15 ～ 50cm 以内に住宅
用火災警報器の中心がくるよう
に取り付けます。

壁やはりから 60cm 以上離れた
天井の中央付近に取り付けます。

　
こ
こ
ろ
の
不
調
は
、
自
覚
し
に
く
く
、

周
り
か
ら
も
気
づ
か
れ
に
く
い
も
の
で

す
。
現
代
社
会
は
た
く
さ
ん
の
ス
ト
レ

ス
に
囲
ま
れ
、
こ
こ
ろ
の
病
は
ご
く
身

近
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
体
と
同

じ
よ
う
に
、
こ
こ
ろ
も
風
邪
を
ひ
き
ま

す
。
こ
こ
ろ
の
風
邪
も
、
ひ
き
始
め
が

肝
心
で
す
。
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
気
軽

に
早
め
に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
こ
の
よ
う
な
悩
み
を
お
持
ち
の
方

・
夜
眠
れ
な
い

・
イ
ラ
イ
ラ
す
る

・
妊
娠
や
育
児
を
通
し
て
不
安
が
強
い

・
人
の
名
前
な
ど
を
し
ば
し
ば
思
い
出

せ
な
い

・
自
分
の
部
屋
に
閉
じ
こ
も
っ
て
し
ま

う
・
外
出
し
た
り
、
人
と
会
う
の
が
お
っ

く
う
に
な
っ
た

・
身
な
り
を
気
に
し
な
く
な
っ
た

・
今
ま
で
好
き
だ
っ
た
こ
と
へ
の
興
味

や
関
心
が
な
く
な
っ
た

・
以
前
よ
り
ひ
ど
く
怒
り
っ
ぽ
く
な
っ

た
な
ど

▼
内
容

精
神
科
医
師
・
精
神
保
健
福
祉
相
談

員
・
保
健
師
に
よ
る
相
談
を
行
い
ま
す
。

※
予
約
制
で
す
。

▼
日
時
・
場
所

8
月
30
日
（
月
）

11
月
29
日
（
月
）

平
成
23
年
2
月
28
日
（
月
）

時
間
・
場
所
は
い
ず
れ
も

午
後
1
時
30
分
〜
4
時

石
和
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
健
康
づ
く
り
課
　
健
康
企
画
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
1

　
（
社
）
山
梨
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

で
は
、
土
地
・
建
物
な
ど
不
動
産
に
関

す
る
無
料
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　
当
日
は
、
市
内
の
宅
地
建
物
取
引
業

協
力
会
会
員
が
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
。

▼
日
時

8
月
18
日
（
水
）
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

10
月
20
日
（
水
）
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

▼
場
所

�
市
役
所
　
南
館
　
3
階
大
会
議
室

※
予
約
不
要

■
問
合
せ
先

（
社
）
山
梨
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

☎
0
5
5
（
2
6
3
）
7
6
3
8

（
担
当
　
岡
）

　
日
本
政
策
金
融
公
庫
甲
府
支
店
で
は
、

担
い
手
農
業
者
の
皆
様
の
経
営
支
援
の

た
め
、
無
料
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
ご
相
談
の
際
は
あ
ら
か
じ
め
甲
府
支

店
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
・
場
所

○
甲
府
支
店
農
林
水
産
事
業

甲
府
市
丸
の
内
2
―
26
―
2

営
業
時
間
　
月
〜
金
曜
日
　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

　
　

○
春
日
居
あ
ぐ
り
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

内春
日
居
町
寺
本
1
5
5
―
1

営
業
時
間
　
毎
週
木
曜
日

午
後
3
時
〜
5
時

■
問
合
せ
先

甲
府
支
店
農
林
水
産
事
業

☎
0
1
2
0
（
9
2
6
）
4
8
2

　
日
常
生
活
を
送
る
中
で
様
々
な
法
律

的
な
ト
ラ
ブ
ル
へ
の
対
応
の
た
め
、
弁

護
士
に
よ
る
無
料
相
談
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
相
談
日

毎
週
水
曜
日
（
原
則
）

午
後
1
時
〜
3
時
30
分
（
相
談
時
間

30
分
）

※
電
話
予
約
必
要

■
問
合
せ
先

山
梨
県
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
0
5
5
（
2
2
3
）
1
3
6
6

0.85%～1.05％

【主要取扱資金】

資金名 資金使途 償還期間
金利

（平成22年4月21日現在）

農業経営
基盤強化
資金

農地、
機械取得、
苗代等

25年以内

0.85％～1.7％
（金額、資金使途に
よって当初５年間、
実質無利子までの
利子助成が受けら
れます。）

セーフティ
ネット資金

減収補填 10年以内



　
結
婚
相
談
所
を
次
の
日
程
で
開
催
し

ま
す
。

▼
日
時
・
場
所

○
8
月
6
日
（
金
）

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

春
日
居
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

○
8
月
15
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
12
時

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

春
日
居
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

（
両
日
と
も
に
受
付
は
４
時
ま
で
）

※
初
回
の
相
談
は
、
予
約
不
要
で
す
。

※
継
続
し
た
相
談
を
希
望
す
る
場
合
は
、

結
婚
相
談
の
登
録
を
行
い
、
印
鑑
・

Ｌ
版
写
真
２
枚
・
独
身
証
明
書
・
身

分
証
明
書
の
写
し
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
結
婚
相
談
員
は
、
電
話
で
相
談
所
登

録
者
以
外
の
方
に
結
婚
適
齢
者
の
情

報
を
聞
き
だ
す
こ
と
は
行
っ
て
お
り

ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
電
話
が
あ
っ

て
も
、
情
報
を
提
供
し
な
い
よ
う
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
市
民
活
動
支
援
課

市
民
活
動
支
援
担
当

☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
や
消
費
者
金
融
（
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
金
融
）
な
ど
複
数
の
金
融
業

者
か
ら
お
金
を
借
り
て
お
悩
み
の
方
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
相
談
会
は
、
金
融
庁
の
多
重
債

務
問
題
改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
、

市
に
お
い
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

▼
日
時
　
8
月
18
日
（
水
）

　
受
付
　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

▼
場
所

　
ス
コ
レ
ー
パ
リ
オ
　
2
階
　
会
議
室

▼
相
談
時
間
　
1
人
　
30
分
以
内

▼
相
談
員

　
司
法
書
士
　
網
倉
　
義
久
�

氏

▼
持
ち
物

借
入
先
や
借
入
金
額
、
収
入
等
が
わ

か
る
資
料
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
予
約
不
要
、
秘
密
は
守
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先

市
民
活
動
支
援
課
　
市
民
生
活
担
当

☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
県
で
は
、
「
山
梨
県
消
費
生
活
相
談

員
」
を
委
嘱
し
、
地
域
の
消
費
者
ト
ラ

ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
啓
発
活
動

を
行
な
う
と
と
も
に
、
消
費
生
活
に
関

す
る
相
談
な
ど
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
や
疑
問
に

思
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
お
気
軽
に
声

を
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

『
平
成
22
年
度
　
消
費
生
活
相
談
員
』

・
雨
宮
　
千
代
子
（
境
川
町
小
黒
坂
）

・
小
澤
　
春
恵
　
（
八
代
町
米
倉
）

・
須
田
　
貞
子
　
（
御
坂
町
金
川
原
）

・
正
木
　
淳
美
　
（
石
和
町
小
石
和
）

・
相
川
　
昭
夫
　
（
一
宮
町
金
田
）

・
齊
藤
　
文
雄
　
（
春
日
居
町
小
松
）

■
問
合
せ
先

　
市
民
活
動
支
援
課
　
市
民
生
活
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
平
成
22
年
８
月
10
日
任
期
満
了
に
伴

う
笛
吹
川
沿
岸
土
地
改
良
区
総
代
選
挙

を
次
の
と
お
り
執
行
し
ま
す
。

告
示
日
�

７
月
29
日
（
木
）

期
　
日
�

８
月
５
日
（
木
）

■
問
合
せ
先
　
笛
吹
市
選
挙
管
理
委
員
会

☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
2
0
1
1
年
（
平
成
23
年
）
7
月
24
日

ま
で
に
今
ま
で
の
テ
レ
ビ
放
送
（
地
上

ア
ナ
ロ
グ
放
送
）
は
終
了
し
ま
す
。

　
そ
れ
以
降
、
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
を
お

使
い
の
方
は
、
そ
の
ま
ま
で
は
テ
レ
ビ

放
送
（
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
）
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
�

　
山
梨
県
で
は
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
等
の

世
帯
普
及
率
が
全
国
平
均
を
下
回
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
ア
ナ
ロ
グ
放
送
停
波

の
時
期
が
近
づ
く
ほ
ど
各
世
帯
の
対
応

が
集
中
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
早

め
の
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
関
す
る
問
合
せ
先

○
総
務
省
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン
タ

ー
（
デ
ジ
サ
ポ
）

☎
0
5
7
0
（
0
7
）
0
1
0
1

（
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
）

☎
0
5
5
（
2
1
3
）
2
2
0
0

（
デ
ジ
サ
ポ
山
梨
）

平
日
…
午
前
9
時
〜
午
後
9
時

土
曜
・
日
曜
・
祝
日
…
午
前
9
時
〜

午
後
6
時

お
詫
び
と
訂
正

　
7
月
号
6
ペ
ー
ジ
掲
載
の
写
真
見
出

し
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
「
…
48
の
施

策
に
つ
い
て
…
」
は
、
正
し
く
は
「
48

の
事
業
」
で
す
。

　
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

　
8
月
2
日
か
ら
、
市
税
な
ど
の
口
座

振
替
手
続
き
が
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
で

も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
を
市
役
所
窓
口
で
提
示
し

て
い
た
だ
く
だ
け
で
簡
単
に
手
続
き
が

で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　
な
お
、
今
ま
で
ど
お
り
の
口
座
振
替

依
頼
書
に
よ
る
申
込
み
も
、
引
き
続
き

行
い
ま
す
。

▼
対
象
と
な
る
市
税

○
市
県
民
税

○
固
定
資
産
税

○
軽
自
動
車
税

○
国
民
健
康
保
険
税

▼
申
込
方
法

次
の
い
ず
れ
か
の
金
融
機
関
の
キ
ャ

ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
（
普
通
口
座
・
総
合

口
座
）
を
、
市
役
所
収
税
課
及
び
国

民
健
康
保
険
課
窓
口
ま
で
お
持
ち
く

だ
さ
い
。
手
続
き
に
は
、
キ
ャ
ッ
シ

ュ
カ
ー
ド
の
ほ
か
、
暗
証
番
号
も
必

要
で
す
。

▼
対
象
金
融
機
関

　
○
山
梨
中
央
銀
行

　
○
甲
府
信
用
金
庫

　
○
山
梨
信
用
金
庫

　
○
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
は
10
月
か
ら
申
込

可
能
で
す
。

■
受
付
時
間
・
場
所

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
（
土
日
、

祝
日
を
除
く
）

市
役
所
本
庁
　
収
税
課
・
国
民
健
康

保
険
課

※
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
・
ロ
ー
ン
カ
ー

ド
・
貯
蓄
預
金
カ
ー
ド
で
の
登
録
は

で
き
ま
せ
ん
。

■
問
合
せ
先

　
収
税
課
　
管
理
担
当

☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

お
天
気
フ
ェ
ア
2
0
1
0

▼
内
容
　
気
象
台
見
学
・
地
震
体
験
・

ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
等

▼
日
時
　
8
月
21
日
（
土
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
4
時

▼
場
所
　
甲
府
地
方
気
象
台

　
（
甲
府
市
飯
田
4
丁
目
7
―
29
）

▼
参
加
費
　
無
料

　
予
約
不
要
、
当
日
お
気
軽
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。

※
駐
車
場
の
都
合
に
よ
り
、
お
車
で
の

お
越
し
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp

:/
/
w

w
w

.jm
a
- n

e
t.g

o
.jp

/
k

o
fu

/

■
問
合
せ
先
　
甲
府
地
方
気
象
台
総
務
課

☎
0
5
5
（
2
2
2
）
3
6
3
4

入札日決定業者決定額（円）予定価格（円）件　　名 場　所

笛吹市議会だより印刷製本業務

パソコン周辺機器購入

小学校教育用パソコン等備品購入

下水道関連配水管布設実施設計第１工区（一宮・春日居）

御坂地内配水管布設替工事実施設計業務委託

下水道マンホールポンプ場保守点検委託

石和町地内舗装復旧工事

市道一宮3-5号線側溝改修工事

市道石和7号線側溝改修工事

公立保育所植栽管理業務

市道石和361号線道路改良工事

消防団拠点施設新築工事に係る設計及び監理

駅北口建物調査補償業務委託

駅北口用地測量業務委託

駅北口道路詳細設計業務委託

坊ヶ峰管理道路舗装工事

笛吹市道等除草業務委託

境川テニスコート改修工事

市道石和6号線測量設計業務委託

市道境川217号線舗装工事

一宮西小学校飲料水兼用水槽設置工事

笛吹市立一宮西小学校太陽光発電設備設置工事

笛吹市立一宮南小学校太陽光発電設備設置工事

笛吹市立春日居小学校太陽光発電設備設置工事

笛吹市立富士見小学校太陽光発電設備設置工事

笛吹市立石和中学校太陽光発電設備設置工事

笛吹市立一宮中学校太陽光発電設備設置工事

※1…単価契約　※2…総合評価落札方式

笛吹市議会事務局

石和町

市内（４校）

一宮町・春日居町

御坂町

笛吹市全域

石和町広瀬・東油川・小石和

一宮町下矢作

石和町広瀬

市内

石和町小石和

一宮町金沢

石和町松本

石和町松本

石和町松本

境川町

市内

境川町三椚

石和町市部・窪中島・四日市場

境川町石橋

一宮町東原

一宮町東原

一宮町土塚

春日居町桑戸

石和町今井

石和町小石和

一宮町末木

¥35,700

¥1,600,000

¥36,000,000

¥4,800,000

¥14,400,000

¥7,000,000

¥4,900,000

¥2,980,000

¥3,590,000

¥1,790,000

¥5,400,000

¥1,700,000

¥2,850,000

¥3,300,000

¥10,000,000

¥1,630,000

¥4,300,000

¥17,000,000

¥6,710,000

¥1,440,000

¥46,000,000

¥22,000,000

¥22,500,000

¥23,000,000

¥23,300,000

¥23,500,000

¥26,000,000

¥33,900

¥1,020,600

¥34,610,000

¥2,420,000

¥8,100,000

¥6,550,000

¥3,880,000

¥2,740,000

¥2,720,000

¥1,500,000

¥4,830,000

¥1,660,500

¥2,620,000

¥2,510,000

¥9,200,000

¥1,300,000

¥3,900,000

¥15,940,000

¥6,100,000

¥1,370,000

¥40,900,000

¥21,350,000

¥21,500,000

¥22,300,000

¥22,000,000

¥22,980,000

¥24,900,000

相互印刷（株）

（株）小林事務機

（株）小林事務機

新日本設計（株）山梨営業所

冨洋設計（株）山梨営業所

（株）東京日立山梨支社

（株）ＭＵＫＡＩ

（有）桃李

（株）総合建設斉藤組

（有）須田造園

（株）小越建設

（株）アメニティー宮下建築設計

（株）カワイ

（株）サンウッド

（株）ブレーンズ

（株）オリオン

（株）日工建設

（株）上組

森田測量（株）

（株）日昇建設

友愛工業（株）

（株）小山電気

（有）ティ・ディ・エス

（有）中村住電設備

（有）小林電気工業

（有）エルテック

（株）小山電気

平成22年5月25日※1

平成22年5月25日

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

平成22年6月1日

〃

平成22年6月8日�

〃

〃

〃

〃

〃

〃

平成22年6月15日

〃

平成22年6月15日※2

平成22年6月15日

〃

〃

〃

〃

〃



■申込・�問合せ先　ごみ減量課　�☎055（261）2044　または各支所

　
市
役
所
で
は
、
事
務
事
業
に
伴
い
発
生
す
る

C
O
2
の
量
を
減
ら
す
た
め
、
平
成
20
年
度
に
「
笛

吹
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
」
を
策
定
し
、

職
員
一
丸
と
な
り
排
出
量
削
減
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。

　
結
果
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。
市
役
所
で
は
、

さ
ら
な
る
C
O
2
削
減
を
目
指
し
て
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
粗
大
ご
み
は
、
素
材
ご
と
に
大
き
く
5
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
可
燃
性
粗
大
ご
み
　
木
製
家
具
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
品
（
プ
ラ
マ
ー
ク
の
な
い
も
の
）
、
綿
以
外

で
で
き
た
布
・
衣
類
（
綿
1
0
0
％
で
あ
れ
ば

資
源
物
）、
せ
ん
定
枝
な
ど

②
金
属
粗
大
ご
み
　
電
化
製
品
・
調
理
用
具
・
金

属
製
家
具
・
汚
れ
た
缶
な
ど
、
金
属
製
の
ご
み

③
不
燃
性
粗
大
ご
み
　
陶
器
・
ガ
ラ
ス
器
・
再
資

源
化
で
き
な
い
汚
れ
た
瓶
な
ど
、
燃
や
す
こ
と

が
で
き
な
い
ご
み

④
混
合
性
粗
大
ご
み
　
傘
・
ベ
ッ
ド
マ
ッ
ト
な
ど

金
属
と
可
燃
物
が
混
ざ
っ
て
い
る
、
組
み
合
わ

さ
れ
て
い
る
ご
み

⑤
布
団
類
　
布
団
・
マ
ッ
ト
レ
ス
・
じ
ゅ
う
た
ん
・

ぬ
い
ぐ
る
み
な
ど

・
分
別
・
分
解
し
て
グ
ル
ー
プ
分
け
を
徹
底
す
る

こ
と
で
処
理
費
用
が
削
減
で
き
ま
す
。

・
大
型
の
家
具
な
ど
は
、
可
能
な
限
り
分
解
し
て

出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
木
の
枝
は
直
径
15
㎝
以
内
、
長
さ
90
㎝
以
内（
春

日
居
地
区
は
60
㎝
以
内
）
に
切
っ
て
ひ
も
で
束

ね
て
く
だ
さ
い
。（
処
理
施
設
が
異
な
る
た
め
）

・
暖
房
機
器
の
灯
油
や
電
化
製
品
の
電
池
は
必
ず

取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
。
使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー

も
ガ
ス
を
抜
い
て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
対
象
品
や
パ
ソ
コ
ン
は
、

収
集
の
対
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
今
年
度
、
市
内
各
地
区
の
資
源
物
回
収
会
場
で

廃
食
油
・
賞
味
期
限
切
れ
の
油
を
回
収
し
ま
す
。
集

め
ら
れ
た
廃
食
油
は
、
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料

と
な
り
、
ご
み
収
集
車
な
ど
の
燃
料
と
し
て
利
用

さ
れ
ま
す
。8
月
は
御
坂
地
区
で
実
施
し
ま
す
の
で
、

お
手
持
ち
の
廃
食
油
が
あ
れ
ば
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

な
ど
の
透
明
な
容
器
に
入
れ
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
・
場
所

8
月
1
日（
日
）二�

之�

宮�

…�

美
和
神
社
駐
車
場

　
　
　
　
　
　
成
　
　
田�

…�

成
田
公
民
館

8
月
8
日（
日
）下
井
之
上�

…�

下
井
之
上
集
落

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　�

�セ
ン
タ
ー

�
　
　
　
　
　
栗
�
�

合�

…�

栗
合
公
民
館

8
月
15
日（
日
）下�

野�

原�

…�

御
坂
体
育
館
駐
車
場

　
　
　
　
　
　
花
鳥
地
区�

…�

大
野
寺
出
荷
場

8
月
22
日（
日
）黒
駒
地
区�

…�

下
黒
駒
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　�

�広
場
・
坂
野
出
荷
場

午
前
７
時
〜
８
時

▼
回
収
す
る
油
の
種
類

　
植
物
油
（
菜
種
、
大
豆
、
コ
ー
ン
、
べ
に
花
、

ご
ま
、
ひ
ま
わ
り
な
ど
）

○
鉱
物
油
、
牛
・
豚
脂
、
パ
ー
ム
な
ど
の
油
は
回

収
し
ま
せ
ん
。

○
天
か
す
な
ど
は
取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
。

○
容
器
は
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
き
ま
す
。

　
市
で
は
、
「
や
っ
て
み
る
じ
ゃ
ん
53
減
量
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
生
活
系
の
可
燃
ご
み
の
減
量
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
生
ご
み
を
家
庭
で
堆
肥
化
す

る
こ
と
で
、
可
燃
ご
み
の
減
量
と
資
源
の
循
環
利

用
を
推
進
し
ま
す
。

　
家
庭
か
ら
で
る
生
ご
み
を
手
軽
に
段
ボ
ー
ル
箱

で
堆
肥
化
す
る
方
（
モ
ニ
タ
ー
）
を
募
集
し
ま
す
。

　
モ
ニ
タ
ー
に
は
、
生
ご
み
を
堆
肥
化
す
る
導
入

セ
ッ
ト
（
段
ボ
ー
ル
箱
、
土
壌
改
良
材
な
ど
）
を

無
償
で
提
供
し
、
作
り
方
な
ど
を
指
導
し
ま
す
。

▼
モ
ニ
タ
ー
期
間
�

平
成
22
年
9
月
1
日（
水
）か

ら
平
成
23
年
2
月
28
日
（
日
）
ま
で
の
内
、
1
カ

月
間

▼
募
集
世
帯
　
2
0
0
世
帯

▼
申
込
期
限
　
平
成
22
年
8
月
16
日（
月
）ま
で

平
成
19
年
度
C
O
2
排
出
量
実
績

1
万
8
4
4
t

｜

C
O
2

実
行
計
画
策
定
当
初
目
標（
平
成
21
〜
25
年
度
）

平
成
19
年
度
C
O
2
排
出
量
実
績
値
の
約
3
％

2
9
6
t

｜

C
O
2
を
削
減

平
成
21
年
度
C
O
2
排
出
量
実
績

9
2
8
2
t

｜

C
O
2

平
成
19
年
度
C
O
2
排
出
量
実
績
値
の
約
14
％

1
5
6
1
t

｜

C
O
2
削
減
を
達
成

※
t

｜

C
O
2
…
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
表
す
単
位

　
夏
休
み
は
縄
文
の
謎
に
迫
り
ま
し

ょ
う
。

■
期
間
　
８
月
30
日（
月
）ま
で

■
日
時

　
成
　
形
　
８
月
１
日
（
日
）・
２
日
（
月
）

　
　
　
　
　
ど
ち
ら
も
午
前
10
時
か
ら

　
野
焼
き
　
８
月
８
日（
日
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
か
ら

※
成
形
と
野
焼
き
の
両
日
参
加
で
き

る
方
に
限
り
ま
す
。

■
定
員
　
各
20
名
（
要
申
込
）

■
材
料
費
　
無
料

■
日
時
　
８
月
７
日（
土
）

　
午
後
２
時
か
ら

■
定
員
　
30
名
（
要
申
込
）

■
材
料
費
　
２
０
０
円

■
日
時
　
８
月
９
日（
月
）・
21
日（
土
）

　
ど
ち
ら
も
午
前
10
時
か
ら

■
定
員
　
各
10
名
（
要
申
込
）

■
材
料
費
　
４
０
０
円

※
黒
曜
石
は
手
な
ど
を
切
り
や
す
い

の
で
、
長
袖
長
ズ
ボ
ン
、
靴
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

　
お
お
む
か
し
の
人
は
ど
ん
な
顔
？

ど
ん
な
暮
ら
し
ぶ
り
？
狩
り
や
土
器

作
り
の
様
子
を
想
像
し
て
、
自
由
に

描
い
て
く
だ
さ
い
。
作
品
は
10
月
に

釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館
に
飾
り
ま
す
。

※
画
用
紙
に
ク
レ
パ
ス
か
絵
の
具
で

描
き
（
大
き
さ
自
由
）
、
釈
迦
堂
遺

跡
博
物
館
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
８
月
31
日
締
切
。
作
品
の
裏
に
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
・
学
校
・
学
年

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
作
品
集
の
冊
子
を
発
行
し
、
応
募

者
全
員
に
贈
呈
し
ま
す
。

■
開
館
時
間

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

○
休
館
日

火
曜
日
・
祝
日
の
翌
日

（
土
・
日
除
く
）

■
入
館
料

　
一
般
・
大
学
生
　
２
０
０
円

　
小
中
高
生
　
　
　
１
０
０
円

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
☎
０
５
５
３（
４
７
）３
３
３
３

■問合せ先　生涯学習課　青少年育成コーディネーター　☎055（261）3339

　生涯学習課では、６月６日（日）に親子の交流を深めても

らうことを目的に、笛吹市自然体験教室「釈迦ヶ岳親子ハ

イキング」として、市内各地から親子36人の参加のもと実

施しました。

　目指した釈迦ヶ岳は標高1,641m。途中で見つけた珍し

い花や植物の名前を書いた札をたて、写真を撮り、アップ

ダウンのコースを歩きました。頂上直前で急な岩場に挑戦

しましたが、子どもより親のほうが大変そうでした。すず

らん畑駐車場から約２時間かかった頂上で、360度見渡し

ながら食べたお弁当は格別でした。食後には折り紙教室などを楽しみ、ケガもなく無事に下山

しました。

　参加者のアンケートには、「休日に子どもとふれあう機会が少ないので、一緒に行動でき、貴

重な時間が持ててよかった。」「上り坂や下り坂、岩場などもあって、やったことのないことも

できたので勉強になった。」「子どももハラハラドキドキして楽しそうだった。」「この企画を

通して、精神力がつき子どもたちも何事にも挑戦するようになった。」などとありました。

　市内には、山梨百名山に登録されている山が、釈迦ヶ岳をはじめ、９座あります。笛吹市トレッ

キングガイドにコースガイドも載っていますので、夏休みを利用して親子でチャレンジしてみ

てはいかがでしょうか。きっと大きな感動が得られるはずです。



　
６
月

15
日
に
御
坂
東
小
学
校
グ

ラ
ン
ド
西
側
ほ
場
に
て
菜
種
の
刈
り

取
り
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
中
山
間
地
域
の
活
性
化

と
耕
作
放
棄
地
の
解
消
、
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成
な
ど
を
目
的
に
、

地
元
若
宮
区
と
体
験
参
加
者
が
一
体

と
な
っ
て
活
動
す
る
も
の
で
す
。

　
活
動
は
こ
の
他
に
、
耕
作
放
棄
地

を
菜
の
花
が
栽
培
可
能
な
農
地
に
再

生
さ
せ
た
り
、
菜
の
花
の
栽
培
を
行

い
、
刈
り
取
り
後
に
採
取
し
た
菜
種

か
ら
搾
油
体
験
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
こ
の
日
は
御
坂
東
小
児
童
３
年
生

か
ら
６
年
生
ま
で
の

61
名
と
地
元

農
家
・
住
民
、
関
係
者
ら
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
児
童
ら
は
背
丈
が
隠
れ
る
ほ
ど
高

く
茂
っ
た
菜
種
畑
に
入
り
込
み
、
楽

し
そ
う
に
刈
り
取
っ
て
い
ま
し
た
。サヤから弾けそうに実をつけました

左から荻野市長、野沢由江さん、
山本秀子さん、日野原一富さん

　
６
月
７
日
、
芦
川
町
上
芦
川
地
区

の
モ
デ
ル
ほ
場
に
お
い
て
、
八
代
御

所
保
育
所
の
園
児

21
名
が
、
サ
ツ

マ
イ
モ
の
苗
２
０
０
本
を
植
付
け
ま

し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
市
内
の
園
児
に
芦

川
地
区
の
自
然
環
境
の
中
で
、
土
に

親
し
み
作
物
を
育
て
、
心
の
豊
か
さ

を
実
感
す
る
こ
と
と
あ
わ
せ
、
芦
川

地
区
の
農
山
村
の
素
晴
ら
し
さ
を
感

じ
て
も
ら
う
た
め
に
実
施
し
た
も
の

で
す
。

　
当
日
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
初

夏
の
爽
や
か
な
風
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

植えた苗は管理や観察を行い
10 月に収穫を行う予定です

左から上野議長、荻野市長、須田石和駅前土地区画整理推進協議会会長
によるテープカット

　
６
月
22
日
、
春
日
居
ク
ラ
ブ
が
、

「
平
成
22
年
度
ま
ち
づ
く
り
月
間
ま

ち
づ
く
り
功
労
者
国
土
交
通
大
臣
賞
」

受
賞
を
荻
野
市
長
へ
報
告
に
訪
れ
ま

し
た
。
一
昨
年
の
「
住
み
よ
い
県
土

建
設
週
間
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
功

労
賞
」
に
続
き
、
二
度
目
の
受
賞
と

な
り
ま
し
た
。

　
同
ク
ラ
ブ
で
は
、
春
日
居
地
区
を

訪
れ
た
人
た
ち
と
、
桃
の
収
穫
・
瓶

詰
め
加
工
な
ど
の
農
業
体
験
や
ハ
イ

キ
ン
グ
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
等
を
通
じ

て
、
地
元
住
民
や
自
然
・
歴
史
に
触

れ
て
も
ら
う
た
め
の
活
動
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
受
賞
は
、
こ
れ
ら
の
活
動

が
、
ま
ち
づ
く
り
と
地
域
の
活
性
化

に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
こ
と
が
評

価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

色とりどりの約 50 本のバラの
花束が手渡されました

　
６
月

18
日
、
市
役
所
に
お
い
て

Ｊ
Ａ
ふ
え
ふ
き
御
坂
花
き
部
よ
り
荻

野
市
長
に
バ
ラ
の
花
束
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
「
６
月
第
３
日
曜
日
は

父
の
日
」
に
ち
な
ん
で
、
一
生
懸
命

働
い
て
い
る
お
父
さ
ん
へ
感
謝
の
気

持
ち
を
こ
め
て
バ
ラ
の
花
を
贈
る
と

と
も
に
、
バ
ラ
の
花
の
Ｐ
Ｒ
と
消
費

拡
大
を
目
的
に
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
、
市
内
の
お
父
さ
ん
代
表

と
し
て
、
市
長
と
と
も
に
バ
ラ
の
花

束
を
受
取
っ
た
矢
崎
Ｊ
Ａ
ふ
え
ふ
き

常
勤
監
事
は
、
こ
の
機
会
を
通
じ
て

少
し
で
も
厳
し
い
バ
ラ
市
場
の
景
気

を
打
開
し
た
い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
６
月

28
日
に
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ

ー
駐
車
場
に
て
「
富
士
山
ト
ラ
ッ
ク
」

の
出
発
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
日
本
一
の
富
士
山
が
あ
る

フ
ル
ー
ツ
王
国
山
梨
、
ま
た
日
本
一

の
桃
ぶ
ど
う
の
生
産
地
で
あ
る
笛
吹

市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
、

山
梨
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
協
力
に
よ

り
ト
ラ
ッ
ク
の
後
部
パ
ネ
ル
に
広
告

を
載
せ
て
、
全
国
へ
の
Ｐ
Ｒ
活
動
に

努
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

荻野市長、關本JAふえふき代表理事組合長、
森沢笛吹輸送組合会長他関係者が並ぶ

　
６
月
19
日
に
境
川
で
、
20
日
に

八
代
の
各
農
産
物
直
売
所
で
、
旬
を

迎
え
た
と
う
も
ろ
こ
し
の
販
売
イ
ベ

ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
境
川
で
は
、
と
う
も
ろ
こ
し
の
販

売
・
試
食
の
ほ
か
に
直
売
所
前
の
畑

で
ジ
ャ
ガ
イ
モ
堀
り
体
験
が
催
さ

れ
、
多
く
の
家
族
連
れ
が
参
加
し

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
、
小
さ

な
手
に
は
お
さ
ま
り
き
ら
な
い
ほ
ど

の
大
き
な
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
夢
中
で
収

穫
し
て
い
ま
し
た
。

　
八
代
で
は
、
午
前
９
時

30
分
の

開
始
前
か
ら
、
と
う
も
ろ
こ
し
目
当

て
の
お
客
さ
ん
で
行
列
が
で
き
ま
し

た
。
そ
の
脇
で
は
「
甲
斐
い
ち
の
み

や
桃
源
太
鼓
」
に
よ
る
和
太
鼓
の
演

奏
や
と
う
も
ろ
こ
し
の
試
食
コ
ー
ナ

ー
も
あ
り
、
訪
れ
た
方
の
五
感
を
楽

し
ま
せ
ま
し
た
。

グリーンファーム八代の茹で
とうもろこしの試食コーナー

　
事
業
着
手
か
ら

18
年
で
一
区
切

り
を
迎
え
、
６
月

24
日
に
都
市
計

画
道
路
３
路
線
（
石
和
駅
前
線
・
石

和
駅
前
松
本
線
・
八
田
線
）
な
ど
※

の
公
共
施
設
が
竣
工
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
石

和
温
泉
駅
南
口
の
約

13

ヘ
ク
タ
ー
ル
を

対
象
と
し
、
公
共
施

設
を
計
画
的
に
整
備

す
る
こ
と
で
健
全
で

良
好
な
市
街
地
の
形

成
を
目
指
す
も
の
で

す
。

　
式
の
中
で
荻
野
市

長
は
「
須
田
和
美
石

和
駅
前
土
地
区
画
整

理
推
進
協
議
会
会
長

を
は
じ
め
、
関
係
者

各
位
の
理
解
と
協
力

の
賜
物
で
す
。
観
光

客
に
も
す
ば
ら
し
い

市
と
思
わ
れ
る
よ
う

に
努
力
し
て
い
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

　
今
後
は
平
成

24

年
度
の
事
業
完
了
に
向
け
て
、
換
地

処
分
、
土
地
等
の
登
記
及
び
清
算
金

事
務
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

※
他
に
区
画
道
路

11
路
線
（
う
ち

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路
３
路
線
）
、

歩
行
者
専
用
道
路
５
路
線
、
公
園

２
箇
所
（
石
和
温
泉
駅
前
公
園
、

近
津
ふ
れ
あ
い
公
園
）
、
広
場
２

箇
所
、
石
和
温
泉
駅
前
広
場
が
竣

工
し
ま
し
た
。



℡
０
５
５（
２
６
２
）５
９
５
９

平
　
日
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
９
時

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５
３（
４
７
）５
２
２
０

平
日（
火
・
木
）／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
７
時

平
日（
水
・
金
）･

土･

日
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５（
２
６
６
）２
０
１
４

平
日
・
土
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５
３（
２
６
）２
２
８
３

平
　
　
　
日
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
７
時

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５（
２
６
５
）２
１
１
３

平
日
・
土
・
日
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５（
２
６
３
）０
３
６
３

月
・
火
・
木
・
金
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
６
時

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◆
石
和
図
書
館

2
日（
月
）・
9
日（
月
）・
16
日（
月
）・

23
日（
月
）・
30
日（
月
）

◆
御
坂
図
書
館

4
日（
水
）・
11
日（
水
）・
18
日（
水
）・

25
日（
水
）・
31
日（
火
）

◆
一
宮
図
書
館

2
日（
月
）・
9
日（
月
）・
16
日（
月
）・

23
日（
月
）・
30
日（
月
）・
31
日（
火
）

17
日（
火
）は
16
日
の
大
文
字
焼
き
が

順
延
と
な
っ
た
場
合
に
休
館
。

◆
八
代
図
書
館

2
日（
月
）・
9
日（
月
）・
16
日（
月
）・

23
日（
月
）・
30
日（
月
）・
31
日（
火
）

◆
境
川
図
書
室

1
日（
日
）・
8
日（
日
）・
15
日（
日
）・

22
日（
日
）・
29
日（
日
）

◆
春
日
居
ふ
る
さ
と
図
書
館

2
日（
月
）・
9
日（
月
）・
16
日（
月
）・

23
日（
月
）・
30
日（
月
）・
31
日（
火
）

●
耳
を
す
ま
せ
ば
え
ほ
ん
隊
『
夏
休
み

ア
ニ
メ
映
画
会
』

８
月
７
日（
土
）・
14
日（
土
）・
21
日（
土
）・

28
日（
土
）

　
午
前
の
部
　
11
時
〜
11
時
30
分

　
午
後
の
部
　
2
時
〜
2
時
30
分

　
毎
週
土
曜
日
2
回
開
催

※
8
月
は
通
常
の
家
族
で
始
め
よ
う
ブ

ッ
ク
ス
タ
ー
ト
・
タ
ン
タ
ン
は
お
休

み
で
す
。

●
楽
蔵
お
は
な
し
会

　（
お
話
・
工
作
・
映
画
会
）

�
8
月
7
日（
土
）午
後
2
時
〜
3
時

●
お
は
な
し
会
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん

8
月
10
日（
火
）・
24
日（
火
）

午
前
11
時
〜
11
時
30
分

（
こ
の
日
以
外
に
も
要
望
が
あ
れ
ば

本
の
読
み
聞
か
せ
を
し
ま
す
。）

●
ロ
ー
ズ
タ
イ
ム

　（
大
人
の
た
め
の
癒
し
の
時
間
）★

8
月
20
日（
金
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
お
は
な
し
の
ゆ
り
か
ご

　
8
月
4
日（
水
）

�
午
前
11
時
か
ら

●
真
夏
の
お
は
な
し
会

　
8
月
5
日（
木
）

�
午
後
2
時
か
ら

●
リ
サ
と
ガ
ス
パ
ー
ル
〜
お
は
な
し
会
〜

8
月
1
日（
日
）・
8
日（
日
）・
15
日（
日
）・

22
日（
日
）・
29
日（
日
）

い
ず
れ
も
午
後
2
時
か
ら

●
ベ
ビ
ー
ブ
ッ
ク
・
サ
ロ
ン

8
月
18
日（
水
）

午
前
11
時
か
ら

※
プ
レ
マ
マ
は
8
月
は
実
施
し
ま
せ
ん
。

●
バ
ム
ケ
ロ
お
は
な
し
会

8
月
14
日（
土
）

午
後
1
時
30
分
か
ら

●
あ
か
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
の
お
は
な
し
会

8
月
25
日（
水
）

午
前
11
時
か
ら

（
毎
週
水
曜
日
開
催
で
す
が
、
8
月
は

1
回
の
み
）

●
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
お
は
な
し
会

8
月
19
日（
木
）午
後
2
時
か
ら

（
毎
週
土
曜
日
、
随
時
お
は
な
し
会
を

予
定
し
て
い
ま
す
）

●
お
は
な
し
の
へ
や
　
も
も

　（
乳
幼
児
向
け
）

8
月
10
日（
火
）・
24
日（
火
）

�
午
前
10
時
30
分
〜
11
時

●
お
り
が
み
を
た
の
し
も
う
！

8
月
14
日（
土
）午
前
10
時
30
分
か
ら

�
（
小
学
生
向
け
）

●
ぱ
ぱ
と
ぐ
ら
ん
ぱ
の
お
は
な
し
会

8
月
21
日（
土
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

●
お
は
な
し
の
へ
や
　
さ
く
ら
ん
ぼ

8
月
28
日（
土
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

＊
図
書
館
の
お
は
な
し
会
は
、
子
ど
も

た
ち
だ
け
で
な
く
、
敬
老
会
・
公
民

館
ま
つ
り
・
老
人
ホ
ー
ム
・
デ
ィ
サ

ー
ビ
ス
施
設
・
病
院
な
ど
に
出
向
き
、

年
配
の
方
々
に
も
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ

て
い
ま
す
。

ご
要
望
が
あ
れ
ば
随
時
出
前
お
は
な

し
会
を
行
い
ま
す
の
で
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊
個
人
的
に
朗
読
サ
ー
ビ
ス
を
お
受
け

に
な
り
た
い
方
は
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

★
印
…
キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し

登
録
講
座

■
問
合
せ
先

石
和
図
書
館（
担
当
�

雨
宮
）

☎
0
5
5（
2
6
2
）
5
9
5
9

●日　時　8月3日（火）　午前10時～正午

●場　所　学びの杜みさか　実習室

●定　員　15名

●日　時　8月3日（火）　午前10時～正午

●場　所　学びの杜みさか　実習室

●定　員　15名

●日　時　8月5日（木）��牛乳パックびっくり箱

　　　　　8月6日（金）��かんたんビーズアクセサリー

　　　　　午前10時30分から

●場　所　あぐり情報ステーション�2階�会議室

●定　員　各10名

●日　時　8月5日（木）�� 牛乳パックびっくり箱

　　　　　8月6日（金）�� かんたんビーズアクセサリー

　　　　　午前10時30分から

●場　所　あぐり情報ステーション�2階�会議室

●定　員　各10名

●期　間　8月22日（日）まで

　　　　　（図書館休館日を除く）

●場　所　市内各図書館

●日　時　8月19日（木）

　　　　　午前10時～

　　　　　午後3時

●場　所　市内全図書館

●参加費　無料

●日　時　8月19日（木）

　　　　　午前11時～

　　　　　11時30分

●場　所　石和図書館2F

　　　　　視聴覚ホール

●参加費　無料

●日　時　8月7日（土）　午後2時～

●場　所　一宮図書館入口

●参加費　無料

●日　時　8月10日（火）�読書感想文を書こう!

　　　　　8月11日（水）�スペシャルデコスイーツを作ろう!

　　　　　8月12日（木）�オリジナルウッドプレートを作ろう!

　　　　　各講座　午後2時～3時30分

●定　員　各10名

●日　時　8月10日（火）�読書感想文を書こう!

　　　　　8月11日（水）�スペシャルデコスイーツを作ろう!

　　　　　8月12日（木）�オリジナルウッドプレートを作ろう!

　　　　　各講座　午後2時～3時30分

●定　員　各10名

新鮮な野菜をその場でつみ取る楽しさを感じ、みんなで

食べながら野菜の育て方を学んでみませんか?� 本の読み

聞かせもあります!

●日　時　8月5日（木）� ○○○○

　　　　　8月6日（金）� □□□□

　　　　　午前9時30分～11時

●定　員　各10名

●日　時　8月3日（火）� ラッピング教室

●日　時　8月4日（水）� ポストカード作り

　　　　　午前9時30分～11時

●定　員　各10名

●日　時　【高学年】　8月5日（木）

●日　時　【低学年】　8月6日（金）

午前9時30分～11時

●日　時　【高学年】　8月5日（木）

●日　時　【低学年】　8月6日（金）

午前9時30分～11時

詳しくは市内図書館でお尋ねください。



笛吹市教育委員会イメージキャラクター「Fukki（フッキー）」

笛吹市教育委員会スローガン

　「Fukki（フッキー）」が、6 月 11 日に笛吹市教育委員会の公式キャラ

クターになりました。

　これまで教育委員会は、学校教育ビジョンを具体的に実践する一環と

して、小学校就学前の保育園や幼稚園から高校まで、地域みんなで一貫

して取り組める教育のスローガンとし

て「あいさつ・聞き方・言葉遣い」を

掲げてきました。

　より多くの市民に関心をもってもら

うため、「笛吹こども議会」で提案さ

れていた、市の特徴をイメージした親

しみのあるキャラクターを考えました。

それが、フッキーです。

　フッキーは、「オオルリ」がモデル

です。オオルリは、市のシンボルカラ

ーである青色の体をしていて、見た目

も鳴き声もきれいな鳥です。

　フッキーの体はオオルリとぶどうの

青色、おなかは桃のピンク色、くちばしと足は柿の黄色で表現されていて、

市特産の果物がイメージされています。

　笛吹市教育委員会では、『子どもたちのみかた・フッキー』を通して就

学前の子どもたちにも「あいさつの

大切さ」、「相手の話をきちっと聞く

態度」、「正しい言葉遣い」を身につ

けてもらい、心も体も元気な笛吹っ

子を育てていきたいと考えています。

　子どもたちや地域のみなさんに愛

されるキャラクターになるよう、フ

ッキーへの応援をよろしくお願いし

ます！
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